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７・８月号

霊
峰
に

　

夏
来
た
る

―　弥　山　―
　

朝
の
来
な
い
夜
は
無
く
、
止
ま

な
い
雨
は
無
い
、
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

　

疫
病
か
ら
人
の
命
を
守
る
、
社

会
を
守
る
。
果
敢
に
挑
み
崇
高
な

日
々
を
送
ら
れ
る
、
医
療
、
輸
送
、

販
売
の
方
々
に
万
感
の
思
い
で

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
が
心
が
け
る
事
は
、

う
つ
ら
な
い
事
、

う
つ
さ
な
い
事
、

大
切
な
人
を
守
る
事
。

　

今
夏
の
御
山
開
き
大
祭
は
、
本

社
神
職
と
市
内
の
総
代
の
皆
さ
ま

に
て
神
様
の
お
祭
り
を
厳
修
し
、

全
国
の
先
達
の
皆
さ
ま
に
は
御
山

を
遥
拝
く
だ
さ
い
ま
す
様
、
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
く
だ
さ
り
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

御
山
を
遥
か
に
拝
さ
れ
、
神
棚

に
は
御
祈
祷
の
御
神
札
を
、
お
手

元
に
は
神
様
の
お
守
り
を
。
お
心

は
霊
峰
石
鎚
山
へ
と
、
ご
参
拝
が

叶
う
事
と
存
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
の

御
神
徳
拝
受
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

武
智
。
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霊
峰
石
鎚
山

先
達
信
徒
の
皆
さ
ま
へ

石
鎚
神
社　

宮
司 

石
鎚
本
教　

管
長

　
　
　

武
智
正
人

御
山
開
き
大
祭
は
、

厳
粛
に
恙
無
く
、斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

先
達
信
徒
の
皆
さ
ま
、

ご
理
解
ご
協
力
を
く
だ
さ
り
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

御
山
開
き
大
祭
の
斎
行
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
の
被

災
地
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
本
年
の
御
大

祭
は
、
皆
さ
ま
の
健
康
と
安
全
を

最
大
限
に
考
慮
し
、
祭
儀
は
本
社

神
職
と
地
元
西
条
市
内
の
役
員
に

て
、
懸
命
に
厳
粛
に
ご
奉
仕
致
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
各
地
よ
り
ご
一

緒
に
お
祈
り
を
く
だ
さ
り
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

神
職
と
奉
仕
総
代
一
同
は
大
神

様
の
御
動
座
の
ご
奉
仕
に
於
い
て
、

全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
の
祈
り
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
り
ま
し
た
事
を
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
﹇
宮
司
登
拝
﹈
の
行

事
に
て
、
三
ノ
鎖
を
経
て
頂
上
社

に
到
着
の
時
、
お
鎮
ま
り
の
御
神

像
の
、
目
に
見
え
ぬ
御
光
に
輝
く

御
姿
を
拝
し
、
全
国
信
徒
の
皆
さ

ま
が
心
か
ら
望
ま
れ
拝
さ
れ
る
御

姿
で
あ
り
、
遥
か
な
熱
い
お
祈
り

を
大
神
様
も
お
喜
び
で
あ
る
、
と

強
く
確
か
に
感
じ
ま
し
た
。

　

御
大
祭
の
日
々
の
中
に
、
皆
さ

ま
の
深
い
思
い
を
拝
見
し
、
胸
熱

く
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
参
拝
を
お
控
え
戴
き
ま
す
中

に
も
皆
さ
ま
か
ら
多
数
の
、
御
初

穂
料
、
預
か
り
賽
銭
、
御
祈
祷
、

お
守
り
の
お
申
込
み
を
戴
き
ま
し

た
。

　

土
小
屋
遥
拝
殿
御
鎮
座
五
十
周

年
へ
の
ご
奉
賛
も
、
多
数
に
お
預

か
り
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　

有
難
く
、
謹
ん
で
神
納
さ
せ
て

戴
い
て
お
り
ま
す
。

　

大
祭
中
の
頂
上
社
に
て
、
全
国

の
教
会
、
遥
拝
所
、
講
社
の
各
団

体
様
の
弥
栄
を
日
々
、
御
祈
祷
致

し
ま
し
た
。
各
団
体
様
に
は
そ
の

御
神
札
を
ご
送
付
申
し
上
げ
ま
し

た
。

　

七
月
十
一
日
、
石
鎚
大
神
様
の

御
神
像
は
、
頂
上
社
よ
り
成
就

社
を
経
て
本
社
に
厳
粛
に
恙
無

く
還
宮
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　

霊
峰
石
鎚
山
の
命
甦
る
候
、

御
山
開
き
大
祭
に
御
神
威
益
々

輝
き
渡
り
、
御
芳
志
の
皆
さ
ま

の
御
神
徳
拝
受
、
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
、
以
て
ご
報
告
と
御
礼
と
致

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
本
年
は
ご
理
解
ご

協
力
を
く
だ
さ
り
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
来
年
こ
そ
は
、
お
揃

い
で
ご
参
拝
下
さ
い
ま
す
様
、

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。敬

具

令和２年 霊峰石鎚山 石鎚神社 お山開き大祭 写真令和２年 霊峰石鎚山 石鎚神社 お山開き大祭 写真
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六
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我
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英
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禰
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大
岡
忠
徳

　
　
　
　
　
　

山
﨑
浩
司

　

常
務
総
代　

伊
藤
光
貞

　

氏
子
総
代　

十
亀
貴
文

　
　

曽
我
部
壽
正
・
藤
原
拓
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７月11日　成就社から本社へ　御神像御動座

成就社　著御

大元神社（御旅所）　清祓成就社　出御式

七
月
十
一
日　

御
神
像　

随
行

権
宮
司　
　

十
亀
博
行

権
禰
宜　
　

山
﨑
浩
司

常
務
総
代　

伊
藤
光
貞

氏
子
総
代　

十
亀
貴
文

曽
我
部
壽
正
・
藤
原
拓

本
教
理
事　

田
窪
一
善

七
月
十
日　

御
神
像
奉
持

権
宮
司　
　

十
亀
博
行

権
禰
宜　
　

山
﨑
浩
司

　

玉
井
安
胤
・
片
岡
明
路

常
務
総
代　

　

湊
照
彦
・
伊
藤
光
貞

氏
子
総
代

　

十
亀
貴
文
・
藤
原
拓

三の鎖から頂上社へ　御神像　著御

７月６日　宮司登拝

７月10日　頂上社から成就社へ　御神像御動座

七
月
一
日　

御
神
像
奉
持

権
宮
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博
行
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禰
宜　
　

山
﨑
浩
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玉
井
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明
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山
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人
見
義
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務
総
代

　

湊
照
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伊
藤
光
貞

氏
子
総
代

　

十
亀
貴
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藤
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七
月
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司
登
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宮　

司　
　

武
智
正
人

権
禰
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大
岡
忠
徳

巫　

女　
　

越
智
美
月

常
務
総
代　

伊
藤
光
貞

頂上社　御神像出御祭 頂上社　出御

本社　著御
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令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

　

※ 

五
万
円
以
上
奉
納
奉
納
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
西
条
周
桑
崇
敬
組
合
◆

壱
拾
萬
円
以
上

　

十
亀　

興
美　
　

十
亀　

悦
子

◆
福
岡
崇
敬
組
合
◆

五
拾
萬
円
以
上

　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

　
　
　
　
　
　
　
　

外
一
同

◆
大
分
崇
敬
組
合
◆

弐
拾
萬
円
以
上

　

中
西　

幸
男

　

真
心
の
ご
浄
財
を
賜
り
ま
し
た

皆
様
に
は
、
ご
奉
賛
心
よ
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
奉
賛
会
は
今
後
も
継
続
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

担
当　

大
岡
・
岩
本

　

奥
宮
頂
上
社
の
御
内
陣
の
調

度
品
で
あ
り
ま
す
「
御
幌
」
を

御
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　
「
御
幌
」
は
、
頂
上
社
、
三
体

の
御
神
像
後
ろ
を
囲
む
よ
う
に

あ
る
錦
の
幕
で
あ
り
、
殿
内
の

装
飾
と
し
て
御
神
威
を
よ
り
発

揚
し
て
頂
く
調
度
品
で
す
。

　

こ
の
度
、
篤
志
の
方
よ
り
御

奉
納
の
お
申
し
出
を
頂
き
、
新

調
致
し
ま
し
た
。
頂
上
社
ご
参

拝
の
折
は
、
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

こ
こ
に
ご
披
露
申
し
上
げ
、

御
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記
・
権
宮
司　

十
亀　

博
行

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
成
就
社
》

令
和
二
年
四
月

◎
五
万
円
以
上　
　

大
西
志
津
子

《
本
社
》

令
和
元
年
四
月

◎
壱
拾
万
円
以
上　
山
崎　

玲
子

令
和
二
年
六
月

◎
五
万
円
以
上　
　

浅
海　

重
子

令
和
二
年
七
月

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

中
西　

幸
男　

平
岡　
　

明

　
　

沖
野　

和
義

◎
壱
拾
万
円
以
上　
岡
村　

信
一

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
社
本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。文

責　

権
禰
宜　

大
岡

奥
宮
　
頂
上
社
　
御
内
陣

御
幌  
奉
納

奥
宮
　
頂
上
社
　
御
内
陣

御
幌  
奉
納

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

　

本
年
の
お
山
開
き
大
祭
に
お
い
て
新
先
達
を
五
名
以
上
育
成
さ
れ
、

新
会
符
の
お
世
話
を
頂
い
た
大
先
達
に
表
彰
状
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
会
符
を
受
け
る
」
と
い
う
事
は
石
鎚
大
神
様
の
信
仰
の
氏
子
と
な
り
、

石
鎚
山
と
深
い
ご
縁
を
頂
く
事
で
あ
り
、
そ
の
ご
縁
結
び
を
数
多
く
お

世
話
下
さ
っ
た
『
大
先
達
』
の
顕
彰
で
あ
り
ま
す
。

　

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
来
年
に
向
け
て
一
人
で
も
多
く
の
新
先
達
と
石
鎚
大
神
様
と
の

ご
縁
が
結
ば
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司
・
十
亀　

記

福
岡
崇
敬
組
合

　

福
岡
田
川
教
会
長　
　

榎
並　

好
美　

元
老
顧
問

高
知
崇
敬
組
合

　

野
市
遙
拝
所
長　
　
　

出
原　

孝
文　

監
長

　

初
心
遥
拝
所　
　
　
　

山
﨑　

重
寿　

特
選
部
長

大
分
崇
敬
組
合

　

尺
間
嶽
教
会　
　
　
　

田
島　

大
悟　

特
別
大
監
長

東
予
崇
敬
組
合 

　

瑞
明
遥
拝
所　
　
　
　

西
川　

薫　
　

元
老 

　

高
松
石
鎚
の
会　
　
　

柏
原　

宏
康　

名
誉
部
長

中
予
崇
敬
組
合 

　

東
雲
講
社　
　
　
　
　

黒
田　

明
子　

元
老

令
和
二
年　

表
彰
状　

発
令

令
和
二
年　

表
彰
状　

発
令

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
山
開
き
大
祭
（
預
か
り
賽
銭
）
他

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
本
社
・
預
か
り
賽
錢
》

◎
七
拾
万
円
以
上

　
　

讚
岐
神
大
遥
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

大
高　

久
呼

◎
五
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯　

良
子

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

香
春
教
会　
　

川
津　

守
秀

◎
弐
拾
万
円
以
上 

　
　

吉
見
教
会　
　

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上 

　
　

下
関
教
会　
　

田
辺　

和
彦

　
　

導
不
動
院
遥
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
﨑　

光
照

　
　

　
　

薬
王
院　
　
　

石
﨑　

法
潤

　
　

豊
の
国
石
鎚
講
社

　
　
　
　
　
　
　
　

姫
野　

昌
訓

　
　

松
本　

光
子

◎
五
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　

越
智　

節
子

　
　

田
村　

昌
代　

福
村　

忠
宏

　
　

西
山
講
社　
　

西
山　

安
磨

　
　

足
立　

正
夫　

森
口　

和
子

　
　

原
田　

浩
一　

宮
木
チ
エ
子

《
本
社
・
初
穂
》

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

葉
山
教
会　
　

岡
村　

信
一

◎
五
万
円
以
上

　
　

西
山
講　
　
　

西
山　

一
夫

　
　

神
明
遥
拝
所　

大
西
サ
カ
ヱ

　
　

和
食
教
会
新
居
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

一
男

　
　

岩
倉
教
会　
　

田
中　

聡
哉

　
　

星
川　

正
治　

木
村　

篤
子

　
　

松
浦　

節
子　

永
島　
　

悟

　
　

鈴
木　

昭
南　

鈴
木
サ
チ
エ

《
成
就
社
・
預
か
り
賽
錢
》

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　

湊　

喜
美
子

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

睦
美
教
会　
　

田
窪　

一
善

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

大
阪
周
布
教
会　

湊　

照
彦

《
成
就
社
・
初
穂
》

◎
五
万
円
以
上

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　

代
表
取
締
役　

伊
藤　

和
豊

《
土
小
屋
遥
拝
殿
・
預
か
り
賽
錢
》

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

九
州
石
鎚
大
権
現
社

　
　
　
　
　
　
　
　

須
堯　

宣
行

《
土
小
屋
遥
拝
殿
・
初
穂
》 

◎
五
万
円
以
上

　
　

薬
師
寺
文
夫　

谷
脇　
　

榮

　
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者
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令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

　

※ 

五
万
円
以
上
奉
納
奉
納
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
西
条
周
桑
崇
敬
組
合
◆

壱
拾
萬
円
以
上

　

十
亀　

興
美　
　

十
亀　

悦
子

◆
福
岡
崇
敬
組
合
◆

五
拾
萬
円
以
上

　

福
岡
神
和
教
会　

佐
伯　

良
子

　
　
　
　
　
　
　
　

外
一
同

◆
大
分
崇
敬
組
合
◆

弐
拾
萬
円
以
上

　

中
西　

幸
男

　

真
心
の
ご
浄
財
を
賜
り
ま
し
た

皆
様
に
は
、
ご
奉
賛
心
よ
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
奉
賛
会
は
今
後
も
継
続
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

担
当　

大
岡
・
岩
本

　

奥
宮
頂
上
社
の
御
内
陣
の
調

度
品
で
あ
り
ま
す
「
御
幌
」
を

御
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　
「
御
幌
」
は
、
頂
上
社
、
三
体

の
御
神
像
後
ろ
を
囲
む
よ
う
に

あ
る
錦
の
幕
で
あ
り
、
殿
内
の

装
飾
と
し
て
御
神
威
を
よ
り
発

揚
し
て
頂
く
調
度
品
で
す
。

　

こ
の
度
、
篤
志
の
方
よ
り
御

奉
納
の
お
申
し
出
を
頂
き
、
新

調
致
し
ま
し
た
。
頂
上
社
ご
参

拝
の
折
は
、
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

こ
こ
に
ご
披
露
申
し
上
げ
、

御
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

記
・
権
宮
司　

十
亀　

博
行

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
成
就
社
》

令
和
二
年
四
月

◎
五
万
円
以
上　
　

大
西
志
津
子

《
本
社
》

令
和
元
年
四
月

◎
壱
拾
万
円
以
上　
山
崎　

玲
子

令
和
二
年
六
月

◎
五
万
円
以
上　
　

浅
海　

重
子

令
和
二
年
七
月

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

中
西　

幸
男　

平
岡　
　

明

　
　

沖
野　

和
義

◎
壱
拾
万
円
以
上　
岡
村　

信
一

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
社
本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。文

責　

権
禰
宜　

大
岡

奥
宮
　
頂
上
社
　
御
内
陣

御
幌  

奉
納

奥
宮
　
頂
上
社
　
御
内
陣

御
幌  

奉
納

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

頂
上
社
護
持
奉
賛
会

　

寄
付
者　

芳
名
簿

　

本
年
の
お
山
開
き
大
祭
に
お
い
て
新
先
達
を
五
名
以
上
育
成
さ
れ
、

新
会
符
の
お
世
話
を
頂
い
た
大
先
達
に
表
彰
状
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
会
符
を
受
け
る
」
と
い
う
事
は
石
鎚
大
神
様
の
信
仰
の
氏
子
と
な
り
、

石
鎚
山
と
深
い
ご
縁
を
頂
く
事
で
あ
り
、
そ
の
ご
縁
結
び
を
数
多
く
お

世
話
下
さ
っ
た
『
大
先
達
』
の
顕
彰
で
あ
り
ま
す
。

　

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
来
年
に
向
け
て
一
人
で
も
多
く
の
新
先
達
と
石
鎚
大
神
様
と
の

ご
縁
が
結
ば
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司
・
十
亀　

記

福
岡
崇
敬
組
合

　

福
岡
田
川
教
会
長　
　

榎
並　

好
美　

元
老
顧
問

高
知
崇
敬
組
合

　

野
市
遙
拝
所
長　
　
　

出
原　

孝
文　

監
長

　

初
心
遥
拝
所　
　
　
　

山
﨑　

重
寿　

特
選
部
長

大
分
崇
敬
組
合

　

尺
間
嶽
教
会　
　
　
　

田
島　

大
悟　

特
別
大
監
長

東
予
崇
敬
組
合 

　

瑞
明
遥
拝
所　
　
　
　

西
川　

薫　
　

元
老 

　

高
松
石
鎚
の
会　
　
　

柏
原　

宏
康　

名
誉
部
長

中
予
崇
敬
組
合 

　

東
雲
講
社　
　
　
　
　

黒
田　

明
子　

元
老

令
和
二
年　

表
彰
状　

発
令

令
和
二
年　

表
彰
状　

発
令

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
山
開
き
大
祭
（
預
か
り
賽
銭
）
他

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

《
本
社
・
預
か
り
賽
錢
》

◎
七
拾
万
円
以
上

　
　

讚
岐
神
大
遥
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

大
高　

久
呼

◎
五
拾
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯　

良
子

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

香
春
教
会　
　

川
津　

守
秀

◎
弐
拾
万
円
以
上 

　
　

吉
見
教
会　
　

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上 

　
　

下
関
教
会　
　

田
辺　

和
彦

　
　

導
不
動
院
遥
拝
所

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
﨑　

光
照

　
　

　
　

薬
王
院　
　
　

石
﨑　

法
潤

　
　

豊
の
国
石
鎚
講
社

　
　
　
　
　
　
　
　

姫
野　

昌
訓

　
　

松
本　

光
子

◎
五
万
円
以
上

　
　

穂
波
教
会　
　

越
智　

節
子

　
　

田
村　

昌
代　

福
村　

忠
宏

　
　

西
山
講
社　
　

西
山　

安
磨

　
　

足
立　

正
夫　

森
口　

和
子

　
　

原
田　

浩
一　

宮
木
チ
エ
子

《
本
社
・
初
穂
》

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

葉
山
教
会　
　

岡
村　

信
一

◎
五
万
円
以
上

　
　

西
山
講　
　
　

西
山　

一
夫

　
　

神
明
遥
拝
所　

大
西
サ
カ
ヱ

　
　

和
食
教
会
新
居
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　

森
田　

一
男

　
　

岩
倉
教
会　
　

田
中　

聡
哉

　
　

星
川　

正
治　

木
村　

篤
子

　
　

松
浦　

節
子　

永
島　
　

悟

　
　

鈴
木　

昭
南　

鈴
木
サ
チ
エ

《
成
就
社
・
預
か
り
賽
錢
》

◎
参
拾
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　
　

湊　

喜
美
子

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

睦
美
教
会　
　

田
窪　

一
善

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

大
阪
周
布
教
会　

湊　

照
彦

《
成
就
社
・
初
穂
》

◎
五
万
円
以
上

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　

代
表
取
締
役　

伊
藤　

和
豊

《
土
小
屋
遥
拝
殿
・
預
か
り
賽
錢
》

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

九
州
石
鎚
大
権
現
社

　
　
　
　
　
　
　
　

須
堯　

宣
行

《
土
小
屋
遥
拝
殿
・
初
穂
》 

◎
五
万
円
以
上

　
　

薬
師
寺
文
夫　

谷
脇　
　

榮

　
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

文
責　

権
禰
宜　

大
岡

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者
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石
鎚
立
螺
之
会
主
催

　
第
二
十
七
回

　
　
石
鎚
立
螺
法
講
習
会

　
　
並
び
に
法
螺
奉
納
大
会

　
　
　
　
　
中
止
の
お
知
ら
せ

　

例
年
十
一
月
二
日
・
三
日
に

成
就
社
に
て
執
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
、
石
鎚
立
螺
之
会
主
催
石

鎚
立
螺
法
講
習
会
並
び
に
奉
納

大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
皆

様
の
健
康
と
安
全
を
お
守
す
る

事
を
第
一
と
考
え
、
今
年
度
は

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
回
、
感
染
症
が
収
ま
り
ま

し
た
ら
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
皆
様
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
文
責　

権
禰
宜
大
岡
）

　

今
般
の
夏
山
大
祭
に
て
元
老
以

上
に
昇
進
さ
れ
た
皆
様
の
御
芳
名

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

元
老
級
は
石
鎚
神
社
先
達
の
幹

部
と
な
り
ま
す
。
今
後
益
々
の
御

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

《
元
老
》

愛
媛
県

　

東
温
市　
　

黒
田　

明
子

香
川
県

　

高
松
市　
　

山
地　

充
容

　

高
松
市　
　

谷
本
ふ
み
子

　

高
松
市　
　

西
浦　

順
子

　

高
松
市　
　

内
村　

文
子

　

高
松
市　
　

垂
水　

雅
子

　

さ
ぬ
き
市　

飛
開
原
慶
子

　

小
豆
郡　
　

坂
出　

忠
臣

徳
島
県

　

小
松
島
市　

村
井　

宜
美

高
知
県御　

奉　

納

七
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の
霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭
に
て
『
幟
旗
』
を
境
内
に
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
二
年
七
月
吉
日　
『
霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭
幟
旗
』

　

室
戸
市　
　

村
田　

憲
典

広
島
県

　

広
島
市　
　

谷
本
な
お
み

　

廿
日
市
市　

阿
部　

昌
悟

　

廿
日
市
市　

阿
部　

美
帆

熊
本
県

　

菊
池
郡　
　

手
嶋　

義
明

大
阪
府

　

大
阪
市　
　

丸
田　

俊
二

《
元
老
顧
問
》

愛
媛
県

　

松
山
市　
　

西
藤　

忠
樹

　

新
居
浜
市　

菅
野　

辰
子

　

西
条
市　
　

伊
藤　

博
昭

　

西
条
市　
　

黒
川　

敏
博

　

西
条
市　
　

武
田
登
紀
子

香
川
県

　

木
田
郡　
　

白
石　

始
一

高
知
県

　

四
万
十
市　

森
田　
　

茂

広
島
県

　

福
山
市　
　

浅
利　

伸
吉

　

福
山
市　
　

沖
本　
　

一

　

呉
市　
　
　

稲
田　
　

勲

山
口
県

　

防
府
市　
　

迫　
　

清
美

　

宇
部
市　
　

坂
本　

時
広

福
岡
県

　

田
川
郡　
　

榎
並　

好
美

大
分
県

　

佐
伯
市　
　

木
浦　

由
香

大
阪
府

　

大
阪
市　
　

山
﨑　

浩
史

　

吹
田
市　
　

藤
邨　

光
洋

東
京
都

　

世
田
谷
区　

中
村
ア
サ
ミ

《
元
老
大
顧
問
》

愛
媛
県

　

西
条
市　
　

𠮷
田　
　

宏

　

今
治
市　
　

津
吉　

利
幸

　

西
宇
和
郡　

中
村　

満
治

香
川
県

　

高
松
市　
　

平
野　

和
子

高
知
県

　

高
知
市　
　

西
峯　

惠
子

　

高
知
市　
　

井
上　

稔
恵

広
島
県

　

尾
道
市　
　

西
原　

善
久

　

廿
日
市
市　

中
政　

博
義

　

廿
日
市
市　

山
下　

洋
子

　

広
島
市　
　

皿
海
ま
ど
か

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

令
和
二
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

令
和
二
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

（順不同・敬称略）
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石
鎚
立
螺
之
会
主
催

　
第
二
十
七
回

　
　
石
鎚
立
螺
法
講
習
会

　
　
並
び
に
法
螺
奉
納
大
会

　
　
　
　
　
中
止
の
お
知
ら
せ

　

例
年
十
一
月
二
日
・
三
日
に

成
就
社
に
て
執
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
、
石
鎚
立
螺
之
会
主
催
石

鎚
立
螺
法
講
習
会
並
び
に
奉
納

大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、
皆

様
の
健
康
と
安
全
を
お
守
す
る

事
を
第
一
と
考
え
、
今
年
度
は

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
回
、
感
染
症
が
収
ま
り
ま

し
た
ら
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
皆
様
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
文
責　

権
禰
宜
大
岡
）

　

今
般
の
夏
山
大
祭
に
て
元
老
以

上
に
昇
進
さ
れ
た
皆
様
の
御
芳
名

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

元
老
級
は
石
鎚
神
社
先
達
の
幹

部
と
な
り
ま
す
。
今
後
益
々
の
御

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

《
元
老
》

愛
媛
県

　

東
温
市　
　

黒
田　

明
子

香
川
県

　

高
松
市　
　

山
地　

充
容

　

高
松
市　
　

谷
本
ふ
み
子

　

高
松
市　
　

西
浦　

順
子

　

高
松
市　
　

内
村　

文
子

　

高
松
市　
　

垂
水　

雅
子

　

さ
ぬ
き
市　

飛
開
原
慶
子

　

小
豆
郡　
　

坂
出　

忠
臣

徳
島
県

　

小
松
島
市　

村
井　

宜
美

高
知
県御　

奉　

納

七
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の
霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭
に
て
『
幟
旗
』
を
境
内
に
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
二
年
七
月
吉
日　
『
霊
峰
石
鎚
山
お
山
開
き
大
祭
幟
旗
』

　

室
戸
市　
　

村
田　

憲
典

広
島
県

　

広
島
市　
　

谷
本
な
お
み

　

廿
日
市
市　

阿
部　

昌
悟

　

廿
日
市
市　

阿
部　

美
帆

熊
本
県

　

菊
池
郡　
　

手
嶋　

義
明

大
阪
府

　

大
阪
市　
　

丸
田　

俊
二

《
元
老
顧
問
》

愛
媛
県

　

松
山
市　
　

西
藤　

忠
樹

　

新
居
浜
市　

菅
野　

辰
子

　

西
条
市　
　

伊
藤　

博
昭

　

西
条
市　
　

黒
川　

敏
博

　

西
条
市　
　

武
田
登
紀
子

香
川
県

　

木
田
郡　
　

白
石　

始
一

高
知
県

　

四
万
十
市　

森
田　
　

茂

広
島
県

　

福
山
市　
　

浅
利　

伸
吉

　

福
山
市　
　

沖
本　
　

一

　

呉
市　
　
　

稲
田　
　

勲

山
口
県

　

防
府
市　
　

迫　
　

清
美

　

宇
部
市　
　

坂
本　

時
広

福
岡
県

　

田
川
郡　
　

榎
並　

好
美

大
分
県

　

佐
伯
市　
　

木
浦　

由
香

大
阪
府

　

大
阪
市　
　

山
﨑　

浩
史

　

吹
田
市　
　

藤
邨　

光
洋

東
京
都

　

世
田
谷
区　

中
村
ア
サ
ミ

《
元
老
大
顧
問
》

愛
媛
県

　

西
条
市　
　

𠮷
田　
　

宏

　

今
治
市　
　

津
吉　

利
幸

　

西
宇
和
郡　

中
村　

満
治

香
川
県

　

高
松
市　
　

平
野　

和
子

高
知
県

　

高
知
市　
　

西
峯　

惠
子

　

高
知
市　
　

井
上　

稔
恵

広
島
県

　

尾
道
市　
　

西
原　

善
久

　

廿
日
市
市　

中
政　

博
義

　

廿
日
市
市　

山
下　

洋
子

　

広
島
市　
　

皿
海
ま
ど
か

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

令
和
二
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

令
和
二
年
度

　
　
　

夏
山
大
祭

　

元
老
以
上

　
　

昇
進
者
一
覧

（順不同・敬称略）

１

頂  

上  

社

香
川
県
善
通
寺
市
与
北
町

橋
本　

利
行
・
桃
江

２

〃

大
分
県
別
府
市
桜
ケ
丘

田
村
光
章
・
清
水
真
智
子

３

〃

香
川
県
高
松
市
屋
島
西
町

東
予
崇
敬
組
合
・
柏
原　

宏
康

４

〃

愛
媛
県
西
条
市
周
布

一
色　

章
二

５

〃

　

〃　

一
色　

百
合
美

６

〃

愛
媛
県
西
条
市
小
松
町
南
川
甲

勝
本
貴
大
・
美
奈
子
・
康
雅

７

〃

福
岡
県
久
留
米
市
御
井
町

松
本　

長
人

８

〃

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区
北
方

上
田　

聖
二

９

〃

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
日
野
浦

上
浮
穴
郡
教
会　

坪
内　

続

10

〃

熊
本
県
玉
名
郡
和
水
町
江
田

本
多
グ
ル
ー
プ　

代
表　

本
多　

繁
利

11

本 

社 

本 

殿

大
分
県
別
府
市
桜
ヶ
丘

田
村
光
章
・
清
水
真
智
子

12

〃

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区
北
方

上
田　

聖
二

13

〃

　
　
　
　
　

〃

上
田　

聖
二

14

〃

　
　
　
　
　

〃

上
田　

聖
二

15

〃

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町
日
野
浦

竹
内　

ヤ
チ
子

16

〃

熊
本
県
玉
名
郡
和
水
町
江
田

本
多　

利
美
子

17

〃

　
　
　
　
　

〃

肥
国
合
神
遙
拝
所

18

〃

福
岡
県
田
川
市
伊
加
利

木
浦　

孝
文

19

〃

　
　
　
　
　

〃

木
浦　

妙
美

20

〃

　
　
　
　
　

〃

木
浦　

ツ
ヤ
子

21

〃

熊
本
県
玉
名
郡
和
水
町
江
田

肥
国
合
神
遥
拝
所
登
拝
者
一
同

22

〃

　
　
　
　
　

〃

肥
国
合
神
遥
拝
所
登
拝
者
一
同

23

〃

香
川
県
善
通
寺
市
与
北
町

橋
本　

義
則
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貞
任　

順
子

松
永
ツ
ヤ
子

㈱
前
田
建
設　

前
田
良
秋

貴
至
工
務
店　

前
田
澄
宏

阿
川
ラ
ン
ド
セ
ル
㈱

　
　
　
　
　
　

阿
川
政
明

阿
川　

美
恵
子

日
本
民
泊
協
会　

大
植
敏
生

㈱
双
葉
製
本
所　

福
岡
義
登

大
阪
教
会　

湊
喜
美
子

J
C
Y
シ
ス
テ
ム　

石
原
英
俊

藤
川　

真
和

し
ゃ
れ
舞
踊
化　

島
本
貴
代

㈱
福
一
不
動
産
販
売　

島
本
昭

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ　

湊
恵
子

㈱
ミ
ナ
ト　

湊
恵
子

㈱
寝
屋
川
興
業

㈱
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
山
要

㈱
エ
ン
プ
ラ
オ
ー
ト
ハ
ウ
ス

福
岡　

功

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・
イ
コ
マ
㈱

稲
上　

満
弘

昭
和
仮
設
リ
ー
ス
㈱　

吉
見
敏
明

和
歌
山
米
穀
㈱　
　
　
　

久
保
輔

ス
ー
パ
ー
シ
ッ
プ
（
カ
ナ
ダ
）
リ

ミ
テ
ッ
ド

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
㈱

ス
ー
パ
ー
シ
ッ
プ
マ
リ
ン
サ
ー　

ビ
ス
イ
ン
ク

小
林　

三
葉
子

古
曽
部
焼
義
崇
窯　

寒
川
義
崇

四
国
軽
貨
物
配
送　

湊
照
彦

㈲
一
色
石
材
工
業
所　

一
色
章
二

北
大
阪
清
掃
㈱　

岩
元
雅
清

星
野　

友
紀

龍　
　

力

浪
瀬　

利
栄
子

坂
本　

佐
代
子

赤
坂
教
会

三
山
産
業
㈲　

三
山
和
良

浅
利　

好
要

浅
利　

伸
吉

木
村　

稔

細
川　

始

コ
ム
シ
ョ
ッ
ト
福
山　

三
山
克
之

小
林　

梨
絵

赤
木　

憲
治

服
部　

高
弘

小
倉
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉
嘉
弘

小
倉　

邦
彦

矢
野　

浩
司

小
林　

功
志

岸
守　

良
雄

石
原　

智
昭

サ
ン
ホ
テ
ル
福
山

パ
ー
ク
イ
ン
山
陽
小
野
田

坂
田　

光
徳

櫻
武　

起
典

貞
宗　

孝
治

社
会
保
険
労
務
士　

松
浦
誠
二

サ
ン
ホ
テ
ル
福
山

　
　
　
　
　

１
F
レ
ス
ト
ラ
ン

竹
中　

信
惠

森
谷　

正
志

柴
田　

正
人

重
森　

常
司

村
上　

ア
ツ
コ

ス
タ
ジ
オ
レ
デ
ィ
バ
グ　

浅
利
博
康

㈱
日
髙
合
金

㈲
日
髙
ビ
ル

㈱
ソ
リ
ッ
ド

日
髙　

小
由
里

㈲
松
浦
竹
田
フ
ァ
ー
ム

グ
ッ
ド
リ
ー
フ

脇
山　

雄
哉

㈱
サ
ン
フ
ァ
ー
ム

㈱
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン

諸
熊　

武
秀

松
原
お
こ
し　

麻
生
本
家

桑
原　

伸
一

カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ユ
ア
ー
ズ

堀
川　

カ
チ
コ

楢
崎　

友
美

行
弘　

清
子

中
牟
田　

勝
志

藤
井　

博
仁

古
川　

敬

入
江　

英
夫

中
山　

幸
枝

城
崎　

陽
吉

新
免　

和
枝

藤
田
鮮
魚
店

㈲
福
島
建
設

九
州
特
殊
メ
タ
ル
工
業

湯
浅　

静
子

加
茂　

美
博

か
け
つ
ぎ
屋

ツ
ツ
ミ
産
業
㈱

青
木　

淑
恵

副
島　

眞
紀
子

山
本　

幸
彦

森
行　

康
則

権
丈　

東

　

令
和
二
年
「
霊
峰
石
鎚
山
御
山

開
き
大
祭
」
に
、
頂
上
社
へ
御
神

酒
の
御
奉
納
を
戴
き
ま
し
た
方
々

の
御
芳
名
を
紹
介
致
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福
岡
神
和
教
会

佐
伯　

良
子

牛
尾　

武
司

原
坂　

嶺

高
橋　

照
彦

上
廣　

敏
彦

中
川　

八
重
美

小
山　

和
子

日
髙　

知
子

豊
の
国
石
鎚
講
社　

姫
野
昌
訓

山
口　

展
弘

穂
波
教
会
（
二
件
）

越
智　

節
子

小
野　

キ
ソ
エ

肥
国
合
神
遙
拝
所　

日
高
智
美

宮
﨑　

実
可

宮
﨑　

好
男

日
高　

真
也

村
上　

功

近
藤　

仁
志

近
藤　

梓

近
藤　

祐
未

近
藤　

大
嵩

松
﨑　

光
代

松
﨑　

文
子

松
﨑　

福
美

松
山　

福
美

松
山　

恵
子

戸
上　

博
伸

戸
上　

祐
子

戸
上　

洋
平

日
髙　

千
尋

㈱
伸
光
建
設　

栗
山
重
行

守
本　

勝

松
田　

望

守
本　

よ
し
み

古
閑　

英
一
郎

戸
上　

幸
典

㈲
㈱
本
多
グ
ル
ー
プ
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
繁
利

本
多　

利
美
子

神
田　

美
智
恵

酒
井　

和
子

三
春　

奈
京
子

大
森　

正
博

吉
見
教
会

宮
木　

チ
エ
子

福
村　

忠
宏

中
尾　

衣
子

西
井　

千
代
進

西
井　

静
枝

西
中　

松
生

畝
本　

善
吾

松
本　

光
子

酒
井　

幸
枝
（
二
件
）

丸
小　

賢
三
（
二
件
）

水
主
川　

豊
伸

広
島
西
教
会　

初
谷　

忠
彦

神
原　

秋
光

岡
本　

嘉
孝

岡
本　

辰
明

延
岡　

等
（
二
件
）

備
後
南
教
会

三
原
市
教
会　

福
地
宗
明
彦

阿
部　

信
彦

阿
部　

圭

浅
野　

寬

石
﨑　

昌
司

下
本　

洋
一

近
藤　

俊
郎

大
光
汽
船　

石
丸
正
文

大
誠
汽
船　

村
山
大
介

西
井　

澄
明

須
田　

和
恵

勝
本　

房
利

大
分
石
鎚
教
会

村
井　

宗
幸

田
尻　

清
久

田
尻　

淑
子

小
黒　

達
美

泉　

幸
子

髙
森　

伸

キ
ン
デ
ル
パ
ー
ク　

角
南
冨
美
恵

廣
田　

誠
一

池
田　

朝
子

霊
威
教
会

中
西　

幸
男

防
府
教
会　

山
中
將
史

岩
崎　

勝
美

加
藤　

倫
生

吉
村　

明
正

藤
井　

幹
彦

梅
田　

幸
康

宗　

敏
治

前
田　

智
治

原
井　

良
子

石
﨑　

法
潤

伊
瀬　

有
介

丸
山　

敏
幸

石
﨑　

永
翔　
　

瀨
戸　

和
範

長
谷
川　

け
い
子

井
上　

聖
耶

武
岡　

康

花
田　

和
子

南
井　

英
子

和
田　

善
一

早
川　

照
生

谷
口　

幸
代

寺
嶋　

冨
久
江

三
宅　

篤
志

藤
代　

典
久

中
川　

貴
政

藤
岡　

初
恵

㈱
栄
幸
運
送
店　

藤
原
輝
男

黒
川　

住
子

伯
方
造
船
㈱　

木
元
裕
行

富
晴
産
業
㈱　

木
元
裕
行

村
上
石
油
㈱　

村
上
博
典

日
鮮
海
運
㈱　

阿
部
克
也

日
興
汽
船
㈱　

阿
部
克
也

協
和
汽
船
㈱　

阿
部
克
也

金
力
汽
船
㈱　

多
田
憲
司

英
弘
汽
船
㈱　

阿
部
弘
孝

今
治
ヤ
ン
マ
ー
㈱　

冠
康
秀

霧
島
汽
船
㈱　

阿
部
和
久

ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
四
国

㈱
北
ノ
原
弘
之

如
月
汽
船
㈱
坂
邊
義
光

㈲
東
工
業　

赤
瀬
巨
乙

㈱
新
地
衛
生

澤
田　

益
男

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
大
阪
中
津

南
店　
　
　
　
　

新
城
孝
文

㈱
山
源　

山
本
剛
也

㈱
山
源
商
事　

山
本
剛
也

プ
ロ
グ
レ　

山
口
玉
緒

阪
神
内
燃
機
工
業
㈱

蔵
王
教
会　

深
川
健
二

蔵
王
教
会　

長
久
講

若
井
ぼ
ん
・
阿
部
龍
弥

㈱
M
K
オ
ー
ト　

佐
藤
孝
次

ペ
イ
ン
ト
マ
ン　

片
岡
直

理
容
き
り
し
ま　

藤
井
健
二

玉
光
堂　

西
原
善
久

㈱
京
泉
工
業　

京
泉
晴
洋

㈱
ロ
ア
ー
ル　

園
尾
英
樹

片
岡　

美
春

㈱
R
E
S
P
E
C
T　

南
里
松
大

令
和
二
年
度

御
山
開
き
大
祭
頂
上
社

御
神
酒
奉
納
者
御
芳
名

令
和
二
年
度

御
山
開
き
大
祭
頂
上
社

御
神
酒
奉
納
者
御
芳
名
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-１０--１１-

貞
任　

順
子

松
永
ツ
ヤ
子

㈱
前
田
建
設　

前
田
良
秋

貴
至
工
務
店　

前
田
澄
宏

阿
川
ラ
ン
ド
セ
ル
㈱

　
　
　
　
　
　

阿
川
政
明

阿
川　

美
恵
子

日
本
民
泊
協
会　

大
植
敏
生

㈱
双
葉
製
本
所　

福
岡
義
登

大
阪
教
会　

湊
喜
美
子

J
C
Y
シ
ス
テ
ム　

石
原
英
俊

藤
川　

真
和

し
ゃ
れ
舞
踊
化　

島
本
貴
代

㈱
福
一
不
動
産
販
売　

島
本
昭

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ　

湊
恵
子

㈱
ミ
ナ
ト　

湊
恵
子

㈱
寝
屋
川
興
業

㈱
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
山
要

㈱
エ
ン
プ
ラ
オ
ー
ト
ハ
ウ
ス

福
岡　

功

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・
イ
コ
マ
㈱

稲
上　

満
弘

昭
和
仮
設
リ
ー
ス
㈱　

吉
見
敏
明

和
歌
山
米
穀
㈱　
　
　
　

久
保
輔

ス
ー
パ
ー
シ
ッ
プ
（
カ
ナ
ダ
）
リ

ミ
テ
ッ
ド

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
㈱

ス
ー
パ
ー
シ
ッ
プ
マ
リ
ン
サ
ー　

ビ
ス
イ
ン
ク

小
林　

三
葉
子

古
曽
部
焼
義
崇
窯　

寒
川
義
崇

四
国
軽
貨
物
配
送　

湊
照
彦

㈲
一
色
石
材
工
業
所　

一
色
章
二

北
大
阪
清
掃
㈱　

岩
元
雅
清

星
野　

友
紀

龍　
　

力

浪
瀬　

利
栄
子

坂
本　

佐
代
子

赤
坂
教
会

三
山
産
業
㈲　

三
山
和
良

浅
利　

好
要

浅
利　

伸
吉

木
村　

稔

細
川　

始

コ
ム
シ
ョ
ッ
ト
福
山　

三
山
克
之

小
林　

梨
絵

赤
木　

憲
治

服
部　

高
弘

小
倉
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉
嘉
弘

小
倉　

邦
彦

矢
野　

浩
司

小
林　

功
志

岸
守　

良
雄

石
原　

智
昭

サ
ン
ホ
テ
ル
福
山

パ
ー
ク
イ
ン
山
陽
小
野
田

坂
田　

光
徳

櫻
武　

起
典

貞
宗　

孝
治

社
会
保
険
労
務
士　

松
浦
誠
二

サ
ン
ホ
テ
ル
福
山

　
　
　
　
　

１
F
レ
ス
ト
ラ
ン

竹
中　

信
惠

森
谷　

正
志

柴
田　

正
人

重
森　

常
司

村
上　

ア
ツ
コ

ス
タ
ジ
オ
レ
デ
ィ
バ
グ　

浅
利
博
康

㈱
日
髙
合
金

㈲
日
髙
ビ
ル

㈱
ソ
リ
ッ
ド

日
髙　

小
由
里

㈲
松
浦
竹
田
フ
ァ
ー
ム

グ
ッ
ド
リ
ー
フ

脇
山　

雄
哉

㈱
サ
ン
フ
ァ
ー
ム

㈱
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン

諸
熊　

武
秀

松
原
お
こ
し　

麻
生
本
家

桑
原　

伸
一

カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ユ
ア
ー
ズ

堀
川　

カ
チ
コ

楢
崎　

友
美

行
弘　

清
子

中
牟
田　

勝
志

藤
井　

博
仁

古
川　

敬

入
江　

英
夫

中
山　

幸
枝

城
崎　

陽
吉

新
免　

和
枝

藤
田
鮮
魚
店

㈲
福
島
建
設

九
州
特
殊
メ
タ
ル
工
業

湯
浅　

静
子

加
茂　

美
博

か
け
つ
ぎ
屋

ツ
ツ
ミ
産
業
㈱

青
木　

淑
恵

副
島　

眞
紀
子

山
本　

幸
彦

森
行　

康
則

権
丈　

東

　

令
和
二
年
「
霊
峰
石
鎚
山
御
山

開
き
大
祭
」
に
、
頂
上
社
へ
御
神

酒
の
御
奉
納
を
戴
き
ま
し
た
方
々

の
御
芳
名
を
紹
介
致
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福
岡
神
和
教
会

佐
伯　

良
子

牛
尾　

武
司

原
坂　

嶺

高
橋　

照
彦

上
廣　

敏
彦

中
川　

八
重
美

小
山　

和
子

日
髙　

知
子

豊
の
国
石
鎚
講
社　

姫
野
昌
訓

山
口　

展
弘

穂
波
教
会
（
二
件
）

越
智　

節
子

小
野　

キ
ソ
エ

肥
国
合
神
遙
拝
所　

日
高
智
美

宮
﨑　

実
可

宮
﨑　

好
男

日
高　

真
也

村
上　

功

近
藤　

仁
志

近
藤　

梓

近
藤　

祐
未

近
藤　

大
嵩

松
﨑　

光
代

松
﨑　

文
子

松
﨑　

福
美

松
山　

福
美

松
山　

恵
子

戸
上　

博
伸

戸
上　

祐
子

戸
上　

洋
平

日
髙　

千
尋

㈱
伸
光
建
設　

栗
山
重
行

守
本　

勝

松
田　

望

守
本　

よ
し
み

古
閑　

英
一
郎

戸
上　

幸
典

㈲
㈱
本
多
グ
ル
ー
プ
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

本
多
繁
利

本
多　

利
美
子

神
田　

美
智
恵

酒
井　

和
子

三
春　

奈
京
子

大
森　

正
博

吉
見
教
会

宮
木　

チ
エ
子

福
村　

忠
宏

中
尾　

衣
子

西
井　

千
代
進

西
井　

静
枝

西
中　

松
生

畝
本　

善
吾

松
本　

光
子

酒
井　

幸
枝
（
二
件
）

丸
小　

賢
三
（
二
件
）

水
主
川　

豊
伸

広
島
西
教
会　

初
谷　

忠
彦

神
原　

秋
光

岡
本　

嘉
孝

岡
本　

辰
明

延
岡　

等
（
二
件
）

備
後
南
教
会

三
原
市
教
会　

福
地
宗
明
彦

阿
部　

信
彦

阿
部　

圭

浅
野　

寬

石
﨑　

昌
司

下
本　

洋
一

近
藤　

俊
郎

大
光
汽
船　

石
丸
正
文

大
誠
汽
船　

村
山
大
介

西
井　

澄
明

須
田　

和
恵

勝
本　

房
利

大
分
石
鎚
教
会

村
井　

宗
幸

田
尻　

清
久

田
尻　

淑
子

小
黒　

達
美

泉　

幸
子

髙
森　

伸

キ
ン
デ
ル
パ
ー
ク　

角
南
冨
美
恵

廣
田　

誠
一

池
田　

朝
子

霊
威
教
会

中
西　

幸
男

防
府
教
会　

山
中
將
史

岩
崎　

勝
美

加
藤　

倫
生

吉
村　

明
正

藤
井　

幹
彦

梅
田　

幸
康

宗　

敏
治

前
田　

智
治

原
井　

良
子

石
﨑　

法
潤

伊
瀬　

有
介

丸
山　

敏
幸

石
﨑　

永
翔　
　

瀨
戸　

和
範

長
谷
川　

け
い
子

井
上　

聖
耶

武
岡　

康

花
田　

和
子

南
井　

英
子

和
田　

善
一

早
川　

照
生

谷
口　

幸
代

寺
嶋　

冨
久
江

三
宅　

篤
志

藤
代　

典
久

中
川　

貴
政

藤
岡　

初
恵

㈱
栄
幸
運
送
店　

藤
原
輝
男

黒
川　

住
子

伯
方
造
船
㈱　

木
元
裕
行

富
晴
産
業
㈱　

木
元
裕
行

村
上
石
油
㈱　

村
上
博
典

日
鮮
海
運
㈱　

阿
部
克
也

日
興
汽
船
㈱　

阿
部
克
也

協
和
汽
船
㈱　

阿
部
克
也

金
力
汽
船
㈱　

多
田
憲
司

英
弘
汽
船
㈱　

阿
部
弘
孝

今
治
ヤ
ン
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ー
㈱　

冠
康
秀

霧
島
汽
船
㈱　

阿
部
和
久

ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
四
国

㈱
北
ノ
原
弘
之

如
月
汽
船
㈱
坂
邊
義
光

㈲
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工
業　

赤
瀬
巨
乙

㈱
新
地
衛
生

澤
田　

益
男
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ン
・
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ン
大
阪
中
津

南
店　
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城
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㈱
山
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山
本
剛
也

㈱
山
源
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山
本
剛
也
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玉
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阪
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燃
機
工
業
㈱

蔵
王
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ぼ
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年
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御
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大
祭
頂
上
社

御
神
酒
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者
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柴
田　

千
重
子

柴
田　

哲
男

豊
田　

尚
子

松
本　

佐
千
子

黒
川　

栄
作

倉
敷
中
央
遙
拝
所　

平
松
史
朗

松
木
自
動
車　

松
木
邦
雄

佐
川
教
会

以
上
三
七
一
件

　

多
く
の
ご
奉
納
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
奉
献
酒
に
つ
い
て
は
、

本
年
御
奉
納
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

は
例
年
同
様
個
別
に
ご
案
内
を
差

し
上
げ
ま
す
。
社
報
に
も
奉
納
案

内
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
頂

上
社
へ
の
御
神
酒
奉
納
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

担
当　

権
禰
宜　

勝
本
貴
大

宮
﨑　

千
歳

瑞
明
遙
拝
所　

西
川
薫
（
二
件
）

伊
東　

祐
宏

神
農　

町
子

ベ
ル
グ
ク
ラ
ブ　

松
元
邦
夫

讃
岐
石
鎚
遙
拝
所　

高
木
康
二

高
松
石
鎚
の
会　

柏
原
宏
康

桝
平　

由
紀

前
田　

由
美

讚
岐
神
大
遙
拝
所

讃
岐
神
大
遙
拝
所　

松
岡
昭
夫

森　

晃
一

導
不
動
院
遙
拝
所　
岩
﨑
光
照（
二
件
）

岡
村　

信
一

岡
村　

加
代
子

安
岡　

桂
一
郎

あ
い
の
里
㈲　

原
井
川
平

江
戸　

正
二

尾
田　

チ
エ
子

鵜
久
森　

敦
子

豊
田　

綾
香

重
松　

誠
道

下
田　

登
久
子

平
岡　

豊
子

砂
野　

和
美

新
名　

利
恵

砂
野　

勝
子

砂
野　

秋
子

近
藤　

勇

井
上　

和
夫

横
浜
講
社　

大
竹
文
子

東
雲
講
社　

黒
田
明
子

重
見　

幸
男

重
見　

嘉
一

白
石　

眞
崇

御
神
像
奉
持　

習
礼
場 

完
成

御
神
像
奉
持　

習
礼
場 

完
成

シ
ュ
ラ
イ
ジ
ョ
ウ

シ
ュ
ラ
イ
ジ
ョ
ウ

　

御
山
開
き
大
祭
の
象
徴
の
一

つ
で
あ
る
御
神
像
奉
持
の
勇
躍

奉
仕
を
広
く
知
っ
て
戴
き
、
神

事
の
安
全
を
願
い
、
同
志
の
信

頼
と
友
情
を
深
め
、
未
来
の
御

神
像
奉
持
の
広
が
り
を
期
す
る

為
で
あ
る
。

　

此
度
、
本
社
境
内
の
一
画
に
、

「
習
礼
場
（
シ
ュ
ラ
イ
ジ
ョ

ウ
）
」
が
設
け
ら
れ
た
。

　

お
一
人
で
も
多
く
の
先
達
若

人
が
、
熱
意
と
雄
叫
び
と
共
に

習
礼
を
経
験
さ
れ
ん
事
を
、
祈

る
や
、
切
！

　

習
礼
場
に
は
、
石
鎚
山
の
象

徴
で
あ
る
御
鎖
が
一
条
、
懸
崖

さ
れ
た
。
徳
島
県
、
常
務
総

代
・
本
教
理
事
、
平
岡
明 

神
鏡

笏
・
元
老
大
顧
問
の
ご
奉
納
で

あ
る
。

　

建
設
に
際
し
、
備
後
崇
敬
組

合
、
蔵
王
教
会
役
員
、
深
川
兼

臣
特
別
大
監
長
に
お
願
い
し
、

貴
重
な
ご
助
言
を
多
々
戴
い
た
。

　

施
工
に
際
し
、

設
計
、
施
工
管
理
、
氏
子
立
螺

之
会
会
長
、
岩
本
廣
志
、
大
取

締
。
施
工
、
㈱
真
鍋
組
、
真
鍋

明
夫
殿
、
に
深
く
お
世
話
を
戴

い
た
。　

　

右
、
ご
関
係
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
報
告

と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

文
責
、
武
智
。

　

石
鎚
神
社
で
は
、
毎
年
五
月
、

三
之
鎖
ま
た
は
本
社
境
内
に
て
、

御
神
像
奉
持
の
「
習
礼
（
シ
ュ

ラ
イ
、
練
習
）
」
を
行
っ
て
い

る
。

辞　
　

令

辞　
　

令

　
大
分
崇
敬
組
合

令
和
二
年
七
月
一
日　

付

組
合
長

　

浦
松　
　

傳　

元
老
大
顧
問

〒
八
七
四

－

〇
八
四
一

　

別
府
市
竹
の
内
六
組
の
一

　
臼
杵
遥
拝
所

令
和
二
年
七
月
一
日　

付

遥
拝
所
長

　

木
浦　

由
香　

元
老

〒
八
七
六

－

〇
一
一
一

佐
伯
市
弥
生
大
字

井
崎
一
八
九
七

－

二

会
計
長

　

江
崎　

奈
緒
子　

名
誉
大
監
長

う
ら
ま
つ　
　

 

つ
た
え

き
う
ら　
　

ゆ 

か

え
ざ
き　
　

な 

お 

こ

北
温
運
送
㈱　

白
石
隆
文

神
野　

武
夫

武
智　

由
定

西
原　

和
男

千
早
遙
拝
所　

麦
田
和
徳

柳
川　

典
子

伊
台
石
鎚
遙
拝
所　

山
本
征
壽

山
本　

眞
理
子

伊
藤　

佳
次

水
口　

泉

水
口　

登
美
子

東
山　

伸
也

岡
本　

勲

水
口　

誓
雄

窪
田　

常
忠

木
下　

幸
嗣

小
田　

和
也

東
山　

徳
子

岡
本　

さ
お
り

窪
田　

博
文

藤
野　

晴
雄

睦
美
教
会
（
二
件
）

平
原　

幸
好

越
智　

雅
弘

戸
田　

正
一

松
本　

幸
子

松
本　

至
弘

真
鍋　

光
昌

藤
田　

義
久

伊
藤　

史
郎

今
井　

信
吉

髙
橋　

和
良

荒
井　

和
四
郎

菅　

忠
昭

㈱
秋
山
魚
市
場

十
亀　

勉

矢
野　

孝
明

古
門　

孝
義

河
端　

光
則

秋
月　

勝
子

武
智　

晴
子

井
川　

順
子

平
岡　

明

愛
知
遙
拝
所　

澁
谷
恵
美
子
（
五
件
）

沖
本　

一 

島
崎　

高
志

島
崎　

光
子

難
波
江　

辰
一

宝
光
山
関
東
石
鎚
教
会

　
　
　
　
　
　

冨
田　

直
幹

森
田　

茂

佐
々
木　

美
代
子

樋
口　

方
雄

上
田　

聖
二

蓑
部　

為
義

矢
田　

日
門

神
明
遙
拝
所　

大
西
サ
カ
エ

露
口　

幸
記

牧　

俊
彦

森
田　

幸
隆

森
田　

剛

南
井　

英
司

金
平　

敏
孝

佐
々
木
一
聡
（
五
件
）

㈲
藤
本
石
油

伊
藤　

光
貞

十
亀　

貴
文

渡
辺　

義
宣

松
原　

三
喜
夫

櫻
井　

温
子
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組
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一
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二
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七
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付

遥
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長
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由
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老

〒
八
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六

－
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一
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七
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訃　
　

報

訃　
　

報

※
当
該
教
会
鎮
座
地

　
　
　
福
岡
県
田
川
郡
鎮
座

※
旧
事
務
所
（
教
会
）
名

　
宗
教
法
人
石
鎚
本
教
田
川
教
会

※
変
更
新
事
務
所
（
教
会
）
名

　
宗
教
法
人

　
　
石
鎚
本
教
福
岡
田
川
教
会

※
代
表
役
員
・
教
会
長
氏
名

　
　
　
複
並　
好
美
元
老

※
右
、
五
月
一
日
付
、
福
岡
県

　
知
事
の
規
則
変
更
認
証
を
得
て

　
登
記
及
び
所
轄
庁
届
出
完
了
。

※
当
該
教
会
鎮
座
地

　
　
　
大
分
県
佐
伯
市
鎮
座

※
事
務
所
（
教
会
）
名

宗
教
法
人

　
　
　
石
鎚
本
教
尺
間
嶽
教
会

※
代
表
役
員
・
教
会
長
氏
名

　
　
田
島　
大
悟　
大
監
長

※
右
、
就
任
日
及
び
任
期

　
令
和
二
年
五
月
十
日
就
任

　
任
期
は
、
終
身

※
同
責
任
役
員
氏
名

　
田
島　
大
悟　
（
代
表
役
員
）

　
村
井　
亮
介　
（
相
談
役
）

　
安
部　
秀
子　
（
副
教
会
長
）

　
疋
田　
誠　
　
（
副
教
会
長
）

　
有
江　
有
義

　
高
司　
勝
箕

※
右
就
任
日
及
び
任
期

　
令
和
二
年
五
月
十
日
就
任

　
代
表
役
員
以
外
の
任
期
は
四
年以

上

広
島
県　
中
津
原
遥
拝
所
顧
問

　
先
達　
元
老
大
顧
問

　
　
　
最
高
功
労
章　
金
笏

　
教
師　
大
講
義

　
　
戸　
田　
広　
藏　
大
人
命

　
令
和
二
年
七
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰
天

　
広
島
県
福
山
市
に
鎮
座
致
し
ま

す
中
津
原
遥
拝
所
に
て
長
年
に
亘

り
石
鎚
信
仰
の
道
を
広
め
、
多
く

の
信
徒
を
導
い
て
頂
き
ま
し
た
戸

田
広
藏
元
大
老
顧
問
・
最
高
功
労

章
金
笏
が
数
え
九
十
四
歳
の
天
寿

を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
三
日
、
葬
祭
場
で
告

別
式
が
執
り
行
わ
れ
、
神
社
を
代

表
し
生
前
の
ご
功
績
を
称
え
、
弔

辞
を
御
霊
前
に
捧
げ
、
久
遠
の
お

別
れ
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
戸
田
広
藏
大
人
命
は
昭
和
三
十

九
年
に
新
会
符
を
受
け
爾
来
、
石

鎚
の
お
山
へ
、
神
社
へ
と
多
く
の

方
々
を
導
き
、
昭
和
五
十
九
年
に

元
老
大
顧
問
・
平
成
二
十
六
年
に

最
高
功
労
章
金
笏
を
拝
受
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
昭
和
四
十
五
年
よ
り
、
中

津
原
遥
拝
所
と
し
て
初
代
・
故
戸

田
清
一
所
長
と
共
に
大
神
様
の
御

神
前
へ
「
新
穀
・
お
米
」
の
奉
納

を
始
め
ら
れ
、
爾
来
五
十
年
の
長

き
に
亘
り
進
め
ら
れ
て
き
た
事
は

神
明
も
嘉
賞
す
る
所
で
あ
り
、
そ

の
後
姿
は
多
く
の
信
徒
の
心
と
目

に
焼
き
付
い
て
い
る
事
と
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
は
高
天
原
よ
り
神
社

本
教
・
中
津
原
遥
拝
所
の
歩
む
道

を
見
守
っ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
戸
田
広
藏
大
人
命
の
御
霊
安
か

れ
と
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
報
告

と
致
し
ま
す
。

七
二
○
―
○
○
○
四

福
山
市
御
幸
町
中
津
原
四
四

ご
遺
族　
　
ご
子
息

　
　
　
　
　
　
戸
田　
有
治　
殿

　
　
　
　
　
記　
権
宮
司　
十
亀

－

名
称
変
更
教
会
報
告

－

※
当
該
教
会
鎮
座
地

※
代
表

－－－

名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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告告告告告告告告告告告告告告告告告

－－－
－

名
称
変
更
教
会
報
告

－

－

教
会
代
表
役
員

　

責
任
役
員
就
任
報
告

－

※
当
該
教
会
鎮
座
地

疋有
江

高
司

※
右
就

令
和

代
表

－－－－
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－－－－
－

教
会
代
表
役
員

　

責
任
役
員
就
任
報
告

－

、
、

ダ
イ 
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◇
石
鎚
本
教
宗
教
法
人
教
会
各
位

　
　

令
和
元
年
度　

所
轄
庁
提
出
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
一
日
よ
り
九
月
三
十
日
迄
に
作
成
し
、

十
月
三
十
一
日
迄
に
提
出
と
な
り
ま
す
。

　

例
年
、
ご
案
内
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
所
轄
庁
（
都
道
府
県
）
へ

の
書
類
提
出
が
間
近
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
該
当
教
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
提
出
準
備
進
行
中
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
一
度
記
入
提
出
要
項
を
左
記
に
よ
り
ご
案
内
申
し
上
げ
、
再
度
確

認
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
書
類
作
成
期
間
及
び
所
轄
庁
へ
の
書
類
提
出
期
限

◎
石
鎚
本
教
の
包
括
教
会
は
規
則
上
す
べ
て
、
七
月
一
日
に
会
計
年

度
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
六
月
三
十
日
終
了
と
な
り
ま
す
。
書
類
は
会

計
年
度
終
了
後
三
ヶ
月
以
内
に
作
成
し
、
四
ヶ
月
以
内
に
提
出
の
為

　

◇
書
類
は
一
度
本
社
に
ご
送
付
い
た
だ
き
、
確
認
後
返
送
い
た
し
ま

　

す
。
確
認
の
時
間
な
ど
を
考
慮
し
ま
す
と
八
月
末
頃
に
は
ご
送
付

　

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
送
付
い
た
だ
き
ま
し
た
書
類
は
本
社
の
方
で
と
り
ま
と
め
、
各
都

　

道
府
県
の
担
当
課
へ
転
送
い
た
し
ま
す
。

◆
記
入
上
の
注
意
◆

　
　

書
類
は
す
べ
て
複
写
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使

　

用
し
て
記
入
す
れ
ば
同
時
に
教
会
の
控
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

　

て
い
ま
す
。
記
入
で
き
ま
し
た
ら
切
り
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
お
送

　

り
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。
尚
、
記
入
は
一
冊
の
み
で
す
。
残

　

り
は
次
年
度
用
に
保
存
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
提
出
書
類
送
付
先
）

　
　
　
　
　
　
　

〒
七
九
三

－

八
五
五
五

　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　

石　

鎚　

本　

教　

宗　

教　

局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部　

英
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話
〇
八
九
七

－

五
五

－

四
〇
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

F
A
X
〇
八
九
七

－

五
五

－

七
二
四
二

尚
、
提
出
書
類
の
不
足
に
よ
り
書
式
が
必
要
な
方
は
本
教
宗
教
局

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え

現
在
の
御
屋
根
は
三
十
年
来
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
傷
み
が
激
し
く
雨
漏
り
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
御
社
殿
自
体
の
損
傷
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

新
た
に
銅
板
に
て
御
屋
根
を
葺
き
替
え
、
石
鎚
大
神
様
が
御
鎮
座
さ
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
御
社
殿
に
な
る
様
、
計
画
致
し
ま
し
た
。

　
木
部
外
壁
部
の
張
替
・
防
水
対
策
工
事

御
本
殿
外
壁
の
木
部
は
、
長
年
の
風
雨
雪
や
直
射
日
光
に
よ
り
木
が
割
れ
、

横
か
ら
の
漏
水
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

石
鎚
大
神
様
の
御
鎮
座
さ
れ
る
御
社
殿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
木
部
外
壁
の

張
替
工
事
、
防
水
対
策
工
事
も
計
画
致
し
ま
し
た
。

　
周
辺
整
備

御
本
殿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
回
廊
も
前
回
の
防
水
工
事
よ
り
年
数
を
経
て

機
能
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

正
面
階
段
中
央
の
モ
ミ
の
木
が
成
長
し
、
石
畳
が
浮
き
上
が
り
参
拝
者
が
躓

く
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
の
為
、
外
回
廊
の
防
水
工
事
・
石
畳
の
一
部
改
修
・

ま
た
殿
内
の
畳
の
取
り
替
え
等
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

　
改
修
工
事
費

①
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
二
〇
〇
万
円

②
木
材
外
壁
部
の
張
り
替
え
・
防
水
対
策
工
事　
　
　
　
一
、
八
〇
〇
万
円

③
周
辺
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計　
　
七
、
五
〇
〇
万
円

　
奉
祝
費

一
、
奉
祝
大
祭
、
奉
祝
式
典
、
殿
内
掲
額

　
　
事
務
費
、
予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

  

計　
　
八
、
五
〇
〇
万
円

奉 賛 金 額
2,000円未満
2,000円以上
１万円以上
５万円以上
10万円以上
20万円以上
30万円以上
50万円以上
100万円以上

ご芳名
○
○
○
○
○
○
○
○
○

銅板記名

○
○
○
○
○
○
○
○

御神札

○
○
○
○
○
○
○

記念品

○
○
○
○
○
○

感謝状

○
○
○
○
○

掲  額

○
○
○
○
○

ご案内

○
○
○
○
○

◎ご芳名
◎銅板記名
　※銅板記名応対は、御屋根葺き替え完成直前までとさせていただきます。
　※下記は、工事完成後に応対させて頂きます
◎御神札
◎記念品
◎感謝状
◎掲額
◎ご案内
◎銅板奉納

本奉賛会にて特別に奉製された御神札
本奉賛会、記念品
本奉賛会、感謝状
土小屋遙拝殿内に、ご芳名を掲額
奉祝大祭にご案内
※１口・2,000円。・本社、土小屋遙拝殿社頭にて
・お名前の記入は１名とさせていただきます。・受付は、お世話人様を通じて。

ご奉賛頂きました皆様へは、下記の対応をさせていただきます。

全てのご奉賛者のご芳名は、土小屋遥拝殿に永久保存
銅板へお名前を記名

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿  

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝  

改
修
工
事
奉
賛
会
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◇
石
鎚
本
教
宗
教
法
人
教
会
各
位

　
　

令
和
元
年
度　

所
轄
庁
提
出
書
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
一
日
よ
り
九
月
三
十
日
迄
に
作
成
し
、

十
月
三
十
一
日
迄
に
提
出
と
な
り
ま
す
。

　

例
年
、
ご
案
内
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
所
轄
庁
（
都
道
府
県
）
へ

の
書
類
提
出
が
間
近
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
該
当
教
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
提
出
準
備
進
行
中
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
一
度
記
入
提
出
要
項
を
左
記
に
よ
り
ご
案
内
申
し
上
げ
、
再
度
確

認
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
書
類
作
成
期
間
及
び
所
轄
庁
へ
の
書
類
提
出
期
限

◎
石
鎚
本
教
の
包
括
教
会
は
規
則
上
す
べ
て
、
七
月
一
日
に
会
計
年

度
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
六
月
三
十
日
終
了
と
な
り
ま
す
。
書
類
は
会

計
年
度
終
了
後
三
ヶ
月
以
内
に
作
成
し
、
四
ヶ
月
以
内
に
提
出
の
為

　

◇
書
類
は
一
度
本
社
に
ご
送
付
い
た
だ
き
、
確
認
後
返
送
い
た
し
ま

　

す
。
確
認
の
時
間
な
ど
を
考
慮
し
ま
す
と
八
月
末
頃
に
は
ご
送
付

　

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
送
付
い
た
だ
き
ま
し
た
書
類
は
本
社
の
方
で
と
り
ま
と
め
、
各
都

　

道
府
県
の
担
当
課
へ
転
送
い
た
し
ま
す
。

◆
記
入
上
の
注
意
◆

　
　

書
類
は
す
べ
て
複
写
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
紙
を
使

　

用
し
て
記
入
す
れ
ば
同
時
に
教
会
の
控
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

　

て
い
ま
す
。
記
入
で
き
ま
し
た
ら
切
り
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
お
送

　

り
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。
尚
、
記
入
は
一
冊
の
み
で
す
。
残

　

り
は
次
年
度
用
に
保
存
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
提
出
書
類
送
付
先
）

　
　
　
　
　
　
　

〒
七
九
三

－

八
五
五
五

　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　

石　

鎚　

本　

教　

宗　

教　

局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部　

英
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話
〇
八
九
七

－

五
五

－

四
〇
四
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

F
A
X
〇
八
九
七

－

五
五

－

七
二
四
二

尚
、
提
出
書
類
の
不
足
に
よ
り
書
式
が
必
要
な
方
は
本
教
宗
教
局

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え

現
在
の
御
屋
根
は
三
十
年
来
の
風
雨
雪
に
よ
り
、
傷
み
が
激
し
く
雨
漏
り
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
御
社
殿
自
体
の
損
傷
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

新
た
に
銅
板
に
て
御
屋
根
を
葺
き
替
え
、
石
鎚
大
神
様
が
御
鎮
座
さ
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
御
社
殿
に
な
る
様
、
計
画
致
し
ま
し
た
。

　
木
部
外
壁
部
の
張
替
・
防
水
対
策
工
事

御
本
殿
外
壁
の
木
部
は
、
長
年
の
風
雨
雪
や
直
射
日
光
に
よ
り
木
が
割
れ
、

横
か
ら
の
漏
水
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

石
鎚
大
神
様
の
御
鎮
座
さ
れ
る
御
社
殿
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
木
部
外
壁
の

張
替
工
事
、
防
水
対
策
工
事
も
計
画
致
し
ま
し
た
。

　
周
辺
整
備

御
本
殿
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
回
廊
も
前
回
の
防
水
工
事
よ
り
年
数
を
経
て

機
能
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

正
面
階
段
中
央
の
モ
ミ
の
木
が
成
長
し
、
石
畳
が
浮
き
上
が
り
参
拝
者
が
躓

く
事
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
の
為
、
外
回
廊
の
防
水
工
事
・
石
畳
の
一
部
改
修
・

ま
た
殿
内
の
畳
の
取
り
替
え
等
を
計
画
致
し
ま
し
た
。

　
改
修
工
事
費

①
銅
板
御
屋
根
の
葺
き
替
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
二
〇
〇
万
円

②
木
材
外
壁
部
の
張
り
替
え
・
防
水
対
策
工
事　
　
　
　
一
、
八
〇
〇
万
円

③
周
辺
整
備　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
計　
　
七
、
五
〇
〇
万
円

　
奉
祝
費

一
、
奉
祝
大
祭
、
奉
祝
式
典
、
殿
内
掲
額

　
　
事
務
費
、
予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

  

計　
　
八
、
五
〇
〇
万
円

奉 賛 金 額
2,000円未満
2,000円以上
１万円以上
５万円以上
10万円以上
20万円以上
30万円以上
50万円以上
100万円以上

ご芳名
○
○
○
○
○
○
○
○
○

銅板記名

○
○
○
○
○
○
○
○

御神札

○
○
○
○
○
○
○

記念品

○
○
○
○
○
○

感謝状

○
○
○
○
○

掲  額

○
○
○
○
○

ご案内

○
○
○
○
○

◎ご芳名
◎銅板記名
　※銅板記名応対は、御屋根葺き替え完成直前までとさせていただきます。
　※下記は、工事完成後に応対させて頂きます
◎御神札
◎記念品
◎感謝状
◎掲額
◎ご案内
◎銅板奉納

本奉賛会にて特別に奉製された御神札
本奉賛会、記念品
本奉賛会、感謝状
土小屋遙拝殿内に、ご芳名を掲額
奉祝大祭にご案内
※１口・2,000円。・本社、土小屋遙拝殿社頭にて
・お名前の記入は１名とさせていただきます。・受付は、お世話人様を通じて。

ご奉賛頂きました皆様へは、下記の対応をさせていただきます。

全てのご奉賛者のご芳名は、土小屋遥拝殿に永久保存
銅板へお名前を記名

中
宮  

土
小
屋
遙
拝
殿  

御
鎮
座
五
十
周
年
奉
祝  

改
修
工
事
奉
賛
会



第742号 （二ヶ月一回一日発行）令和２年８月１日石　鎚　社　報 第742号 （二ヶ月一回一日発行）令和２年８月１日石　鎚　社　報

-１８--１９-

〜 

お 
知 
ら 
せ 

〜

※
本
年
の
三
十
六
王
子

社
巡
拝
行
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

鑑
み
、
本
社
職
員
に

て
巡
拝
行
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◎
納
め
札
は
随
時
受
け

付
け
し
て
お
り
ま
す
。

（
三
十
六
王
子
社

　
　
　

 

巡
拝
行
と
は
）

　
役
行
者
に
よ
っ
て
開
山

さ
れ
、
一
千
三
百
有
余
年

の
時
を
重
ね
、
代
々
の
修

験
者
の
足
跡
を
直
に
踏
み

訪
ね
て
参
詣
、
そ
し
て
祈

り
を
捧
げ
る
三
十
六
王
子

社
巡
拝
行
で
す
。

　
自
然
の
中
に
五
感
を
投

じ
な
が
ら
神
仏
の
御
力
を

頂
き
、
自
己
を
見
つ
め
直

す
事
こ
そ
巡
拝
行
の
大
き

な
目
的
で
す
。

霊
峰
石
鎚
山

　
  

三
十
六
王
子
社
巡
拝
行

　
　

    

並
び
に
納
め
札
奉
納
お
知
ら
せ

三十六王子社御守

  

お
か
げ
話

　
た
か
ね
第
三
十
一
号　
平
成
十
一
年
七
月
一
日
発
行
よ
り

 「
極
楽
と
は
」　
伊
予
市
伊
予
郡
支
部　

畠　
中　
　
明

　
先
般
、
息
子
を
訪
ね
て
東
京
へ
行
く
車
中
で
の
事
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
岡
山
か
ら
乗
り
込
ん
だ
新
幹
線
で
、
八
十
五
才
と
言

う
老
紳
士
の
隣
に
乗
り
合
わ
せ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

永
年
小
学
校
の
教
員
を
勤
め
、
昨
年
奥
さ
ん
に
先
立
た

れ
て
、
単
身
生
活
を
し
て
居
ら
れ
る
と
の
事
で
し
た
。

色
々
話
し
て
居
る
中
に
、
ふ
と
「
こ
の
世
に
極
楽
が
本

当
に
有
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
が

「
先
生
は
今
ご
健
康
の
様
で
す
ね
」と
尋
ね
る
と「
は
い
、

お
蔭
様
で
体
だ
け
は
至
っ
て
健
康
で
す
」
と
の
答
え
で

し
た
の
で
「
先
生
、
健
康
で
い
ら
れ
る
と
言
う
事
が
人

間
一
番
の
宝
で
す
よ
。
物
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
。
水

を
飲
ん
で
も
う
ま
い
。
そ
れ
が
極
楽
じ
ゃ 

あ
な
い
で

し
ょ
う
か
。」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
先
生
は
「
以

前
京
都
の
お
寺
巡
り
を
し
た
時
に
、
あ
る
偉
い
お
坊
さ

ん
が
あ
な
た
が
今
言
っ
た
事
と
同
じ
様
な
事
を
、
言
わ

れ
ま
し
た
。」
と
感
慨
深
げ
で
し
た
.
.
.
.
.
.
.

　
そ
う
だ
、
私
達
夫
婦
も
共
に
永
年
の
勤
め
を
終
え
、

二
人
の
厚
生
年
金
で
暮
ら
す
身
、
共
に
体
も
元
気
で

息
子
達
も
そ
れ
ぞ
れ
、
人
並
み
の
生
活
を 

送
っ
て

い
る
。
上
を
見
れ
ば
き
り
が
な
い
。
こ
れ
が
私
た
ち

に
は
今
は
極
楽
だ
と
言
え
る
の
か
な
あ
.
.
.
.
。

　
あ
あ
、
思
え
ば
昭
和
二
十
一
年
十
九
の
年
、
初
め

て
石
鎚
の
お
山
に
登
り
、
お
山
の
霊
気
に
触
れ
、
度

を
重
ね
る
毎
に
石
鎚
の
魅
力
に
引
か
れ
、
先
達
と
成

り
て
幾
星
霜
、
昭
和
六
十
年
教
師
の
道
に
も
足
を
踏

み
入
れ
て
以
来
、
人
並
み
以
上
の
大
恩
恵
を
戴
い
て

き
ま
し
た
。

　
神
に
感
謝
し
、
山
河
草
木
一
切
の
恵
に
感
謝
し
、

そ
し
て
此
の
様
な
日
暮
ら
し
の
出
来
る
幸
せ
を
感
謝

し
、
石
鎚
の
神
を
崇
め
る
信
者
同
志
此
の
友
と
の
出

合
い
、
縁
を
大
切
に
、
益
々
精
進
し
て
楽
へ
の
道
を

迷
わ
ず
に
、
進
ん
で
行
き
た
い
と
念
ず
る
次
第
で
す
。

　
石
鎚
信
仰　
大
道
無
門　
千
差
路
有

  

い
し
づ
ち
し
ん
こ
う　
だ
い
ど
う
む
も
ん　

せ
ん
さ
み
ち
あ
り

　
石
鎚
信
仰
の
大
道
に
は
門
は
無
く
、
至
る
所
が
路

で
有
り
ま
す
。
信
仰
の
大
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の
路
を
、

共
に
手
を
取
り
合
っ
て
進
み
ま
し
ょ
う
。
大
神
様
は

誰
に
で
も
平
等
に
、
大
御
恵
み
を
下
さ
い
ま
す
。合

掌

◎
納
め
札
奉
納
に
つ
い
て

巡
拝
時
に
各
王
子
社
に
て
、

祈
願
内
容
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
読
み
上
げ
、
奉
納

し
ま
す
。

ま
ず
お
申
し
込
み
戴
き
、

必
要
冊
数
の
納
め
札
を
お

送
り
致
し
ま
す
。
皆
様
の

手
で
お
書
き
込
み
戴
き
ま

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

◎
納
め
札
奉
納
初
穂
料

　
一
体
（
三
十
六
枚
）

　
　
　
　
五
千
円

そ
れ
ぞ
れ
に
祈
願
内
容
、

氏
名
等
を
祈
願
主
本
人
が

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◎
納
め
札
本
社
提
出
締
切

　
十
月
十
日

◎
巡
拝
後
の
授
与
品

巡
拝
修
了
後
に
三
十
六
王

子
社
御
守
を
授
与
い
た
し

ま
す
。

※
巡
拝
・
納
め
札
の
お
申
し

込
み
は
各
崇
敬
組
合
長
・

教
会
長
・
遙
拝
所
長
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
ご

不
明
な
点
は
本
社
山
﨑
迄

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）
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〜 

お 

知 

ら 

せ 

〜

※
本
年
の
三
十
六
王
子

社
巡
拝
行
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

鑑
み
、
本
社
職
員
に

て
巡
拝
行
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◎
納
め
札
は
随
時
受
け

付
け
し
て
お
り
ま
す
。

（
三
十
六
王
子
社

　
　
　

 

巡
拝
行
と
は
）

　
役
行
者
に
よ
っ
て
開
山

さ
れ
、
一
千
三
百
有
余
年

の
時
を
重
ね
、
代
々
の
修

験
者
の
足
跡
を
直
に
踏
み

訪
ね
て
参
詣
、
そ
し
て
祈

り
を
捧
げ
る
三
十
六
王
子

社
巡
拝
行
で
す
。

　
自
然
の
中
に
五
感
を
投

じ
な
が
ら
神
仏
の
御
力
を

頂
き
、
自
己
を
見
つ
め
直

す
事
こ
そ
巡
拝
行
の
大
き

な
目
的
で
す
。

霊
峰
石
鎚
山

　

  

三
十
六
王
子
社
巡
拝
行

　
　

    

並
び
に
納
め
札
奉
納
お
知
ら
せ

三十六王子社御守

  

お
か
げ
話

　
た
か
ね
第
三
十
一
号　
平
成
十
一
年
七
月
一
日
発
行
よ
り

 「
極
楽
と
は
」　
伊
予
市
伊
予
郡
支
部　

畠　
中　
　
明

　
先
般
、
息
子
を
訪
ね
て
東
京
へ
行
く
車
中
で
の
事
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
岡
山
か
ら
乗
り
込
ん
だ
新
幹
線
で
、
八
十
五
才
と
言

う
老
紳
士
の
隣
に
乗
り
合
わ
せ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

永
年
小
学
校
の
教
員
を
勤
め
、
昨
年
奥
さ
ん
に
先
立
た

れ
て
、
単
身
生
活
を
し
て
居
ら
れ
る
と
の
事
で
し
た
。

色
々
話
し
て
居
る
中
に
、
ふ
と
「
こ
の
世
に
極
楽
が
本

当
に
有
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
が

「
先
生
は
今
ご
健
康
の
様
で
す
ね
」と
尋
ね
る
と「
は
い
、

お
蔭
様
で
体
だ
け
は
至
っ
て
健
康
で
す
」
と
の
答
え
で

し
た
の
で
「
先
生
、
健
康
で
い
ら
れ
る
と
言
う
事
が
人

間
一
番
の
宝
で
す
よ
。
物
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
。
水

を
飲
ん
で
も
う
ま
い
。
そ
れ
が
極
楽
じ
ゃ 

あ
な
い
で

し
ょ
う
か
。」
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
先
生
は
「
以

前
京
都
の
お
寺
巡
り
を
し
た
時
に
、
あ
る
偉
い
お
坊
さ

ん
が
あ
な
た
が
今
言
っ
た
事
と
同
じ
様
な
事
を
、
言
わ

れ
ま
し
た
。」
と
感
慨
深
げ
で
し
た
.
.
.
.
.
.
.

　
そ
う
だ
、
私
達
夫
婦
も
共
に
永
年
の
勤
め
を
終
え
、

二
人
の
厚
生
年
金
で
暮
ら
す
身
、
共
に
体
も
元
気
で

息
子
達
も
そ
れ
ぞ
れ
、
人
並
み
の
生
活
を 

送
っ
て

い
る
。
上
を
見
れ
ば
き
り
が
な
い
。
こ
れ
が
私
た
ち

に
は
今
は
極
楽
だ
と
言
え
る
の
か
な
あ
.
.
.
.
。

　
あ
あ
、
思
え
ば
昭
和
二
十
一
年
十
九
の
年
、
初
め

て
石
鎚
の
お
山
に
登
り
、
お
山
の
霊
気
に
触
れ
、
度

を
重
ね
る
毎
に
石
鎚
の
魅
力
に
引
か
れ
、
先
達
と
成

り
て
幾
星
霜
、
昭
和
六
十
年
教
師
の
道
に
も
足
を
踏

み
入
れ
て
以
来
、
人
並
み
以
上
の
大
恩
恵
を
戴
い
て

き
ま
し
た
。

　
神
に
感
謝
し
、
山
河
草
木
一
切
の
恵
に
感
謝
し
、

そ
し
て
此
の
様
な
日
暮
ら
し
の
出
来
る
幸
せ
を
感
謝

し
、
石
鎚
の
神
を
崇
め
る
信
者
同
志
此
の
友
と
の
出

合
い
、
縁
を
大
切
に
、
益
々
精
進
し
て
楽
へ
の
道
を

迷
わ
ず
に
、
進
ん
で
行
き
た
い
と
念
ず
る
次
第
で
す
。

　
石
鎚
信
仰　
大
道
無
門　
千
差
路
有

  
い
し
づ
ち
し
ん
こ
う　
だ
い
ど
う
む
も
ん　

せ
ん
さ
み
ち
あ
り

　
石
鎚
信
仰
の
大
道
に
は
門
は
無
く
、
至
る
所
が
路

で
有
り
ま
す
。
信
仰
の
大
道
の
そ
れ
ぞ
れ
の
路
を
、

共
に
手
を
取
り
合
っ
て
進
み
ま
し
ょ
う
。
大
神
様
は

誰
に
で
も
平
等
に
、
大
御
恵
み
を
下
さ
い
ま
す
。合

掌

◎
納
め
札
奉
納
に
つ
い
て

巡
拝
時
に
各
王
子
社
に
て
、

祈
願
内
容
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
読
み
上
げ
、
奉
納

し
ま
す
。

ま
ず
お
申
し
込
み
戴
き
、

必
要
冊
数
の
納
め
札
を
お

送
り
致
し
ま
す
。
皆
様
の

手
で
お
書
き
込
み
戴
き
ま

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

◎
納
め
札
奉
納
初
穂
料

　
一
体
（
三
十
六
枚
）

　
　
　
　
五
千
円

そ
れ
ぞ
れ
に
祈
願
内
容
、

氏
名
等
を
祈
願
主
本
人
が

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◎
納
め
札
本
社
提
出
締
切

　
十
月
十
日

◎
巡
拝
後
の
授
与
品

巡
拝
修
了
後
に
三
十
六
王

子
社
御
守
を
授
与
い
た
し

ま
す
。

※
巡
拝
・
納
め
札
の
お
申
し

込
み
は
各
崇
敬
組
合
長
・

教
会
長
・
遙
拝
所
長
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
ご

不
明
な
点
は
本
社
山
﨑
迄

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）
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( 金二千円也 )( 金二千円也 )

ご
祈
願
済
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
、
ご
加
護
と
お
力
を
戴
く
御
守
二
体
を
謹
製

太
占
守
護　
御
守

ご
利
益
〜
開
運
・
幸
運
を
引
き
寄
せ
・
体
内
活
力
を
高
め
る
御
守

ふ
と
ま
に
し
ゅ 
ご

※

御
守
の
内
符
に
は
、

　
左
図
の
フ
ト
マ
ニ
の
図
が
彫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

十
種
神
宝
守
護  

御
守
ご
利
益
〜
當
病
平
癒
の
力
を
授
か
り・体
内
浄
化
を
高
め
る
癒
や
し
の
御
守

と
ぐ
さ
の
か
ん
だ
か
ら
し
ゅ
ご

※

御
守
の
内
符
に
は
、

　
左
図
の
十
種
神
宝
の
図
が
彫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
太ふ

と
ま
に占

の
図
は
、
日
本
の
古
代
文
字
の
起
源
の
一
つ
で
あ
る
ホ
ツ
マ
文
字
を
使
用
し
、
宇
宙
の

収
縮
図
・
法
則
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
こ
の
図
は
、
非
顕
在
で
あ
る
「
目
に
見
え
な
い

世
界
」
と
顕
在
で
あ
る
「
目
に
見
え
る
世
界
」
の
両
極
が
共
存
し
て
お
り
、
ホ
ツ
マ
文
字
は
、

日
本
古
来
の
大
和
文
字
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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( 金二千円也 )( 金二千円也 )

ご
祈
願
済
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
、
ご
加
護
と
お
力
を
戴
く
御
守
二
体
を
謹
製

太
占
守
護　
御
守

ご
利
益
〜
開
運
・
幸
運
を
引
き
寄
せ
・
体
内
活
力
を
高
め
る
御
守

ふ
と
ま
に
し
ゅ 

ご

※

御
守
の
内
符
に
は
、

　
左
図
の
フ
ト
マ
ニ
の
図
が
彫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

十
種
神
宝
守
護  

御
守
ご
利
益
〜
當
病
平
癒
の
力
を
授
か
り・体
内
浄
化
を
高
め
る
癒
や
し
の
御
守

と
ぐ
さ
の
か
ん
だ
か
ら
し
ゅ
ご

※

御
守
の
内
符
に
は
、

　
左
図
の
十
種
神
宝
の
図
が
彫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

十と
ぐ
さ
の種

神か
ん
だ
か
ら

宝
と
は
、
天

あ
ま
て
ら
す照

大お
お
み
か
み

御
神
と
高た

か

御み

産む

巣す

日び
の
か
み神

が
、
饒に

ぎ
は
や
み
の

速
日
命み

こ
とに

授
け
ら
れ
た
「あ

ま
つ
し
る
し
の
み
ず
の
た
か
ら

天
璽
瑞
宝
」

を
指
し
て
い
ま
す
。
十
種
神
宝
は
「
瀛お

き
つ
か
が
み

都
鏡
・
邊へ

つ
か
が
み

都
鏡
・
八や

つ
か
の握

劔つ
る
ぎ・

生い
く
た
ま玉

・
足た

る
た
ま玉

・ 

死ま
か
る
か
へ
し
の
た
ま

返
玉
・

道ち
か
へ
し
の
た
ま

返
玉
・
蛇へ

び

比の
ひ
れ禮

・
蜂は

ち

比の
ひ
れ禮

・
品く

さ
ぐ
さ
の
も
の
の

々
物
之
比ひ

れ礼
」
で
あ
り
、
霊
力
を
宿
し
た
十
種
の
神
の
宝
を

指
し
ま
す
。
こ
の
神
の
宝
の
霊
力
は
偉
大
で
、
国
の
盛
衰
興
亡
に
も
大
き
く
影
響
を
も
た
ら
す

力
を
持
っ
た
神
器
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
死
者
も
甦
ら
せ
る
ほ
ど
の
霊
力

が
あ
る
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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【
日　
時
】
５
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
14
時
〜
14
時
45
分

【
場　
所
】
阿
部
一
成
篠
笛
ス
タ
ジ

オ
／
新
居
浜
市
、
久
寿
奏
恵
バ
レ
エ

ス
タ
ジ
オ
／
松
山
市
、
石
鎚
神
社
本

社
／
西
条
市

【
出 

演
】
阿
部
一
成
／
篠
笛
、
能

管
、
太
鼓
演
奏
、
久
寿
奏
恵
／
バ
レ

エ
、
曽
我
部
英
司
／
語
り
、
祝
詞

【
制
作
ス
タ
ッ
フ
】
阿
部
一
成
／
脚

本
・
構
成
・
音
楽
、
阿
部
龍
太
・ 

／
原
案
、
小
関
由
香
／
ヘ
ア
メ
イ
ク
、

久
寿
奏
恵
／
振
付
、
竹
中
加
代
美
／

制
作
・
美
粧
、
塚
本
洋
子
／
香
り
、

鳥
山
美
春
／
演
出
・
衣
装
、
林
宏
／

藍
染
め
、
星
加
治
美
／
面
制
作
、
岩

本
昌
美
・
久
寿
浩
子
／
舞
台
補
助

【
協　
力
】
石
鎚
神
社

　
　
　
N
P
O
法
人
石
鎚
森
の
学
校

３
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
が
で
き

る
正
会
員
の
総
数
74
名

　
各
提
案
に
書
面
を
以
て
賛
意
を
表

し
た
正
会
員
の
総
数
56
名

４
、
選
任
さ
れ
た
理
事
、
監
事
の
氏

名
　

理
事
／
武
智
正
人
、
西
海
賢
二
、

伊
藤
和
豊
、
加
藤
法
泰
、
黒
田
仁
朗
、

河
野
強
、
曽
我
部
英
司
、
鶴
見
武
道
、

松
井
宏
光
、
藤
田
晴
彦
、
山
田
麻
以
、

智
内
威
雄

　
監
事
／
小
林
亜
紀
代

　
以
上
、
来
る
５
月
31
日
任
期
満
了

し
理
事
、
監
事
と
も
に
全
役
員
の
重

任
を
可
決
。
任
期
は
、
来
る
６
月
１

日
よ
り
２
年
間
、
全
員
の
就
任
受
諾

書
を
受
理
。

②１
、
決
議
事
項
を
提
案
し
た
理
事
の

氏
名

　
理
事
・
事
務
局
長　
曽
我
部
英
司

２
、
理
事
長
選
定
の
件

　
な
お
、
被
選
定
者
は
来
る
６
月
１

日
付
を
も
っ
て
そ
の
就
任
を
承
諾
し

た
。

　
理
事
長　
武　
智　
正　
人

３
、
副
理
事
長
選
定
の
件

　
な
お
、
被
選
定
者
は
来
る
６
月
１

日
付
を
も
っ
て
そ
の
就
任
を
承
諾
し

た
。

　
副
理
事
長　
西　
海　
賢　
二

【
日　
時
】
５
月
29
日 

（
金
）

　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

【
場　
所
】
旧
別
子
集
落
小
足
谷
地

区
／
新
居
浜
市

【
行　
程
】
山
根
公
園
駐
車
場
集
合

（
９
時
30
分
）
〜
小
足
谷
集
落
へ
向

か
う
駐
車
場
／
海
抜
800
メ
ー
ト
ル 

（
10
時
30
分
）
〜
徒
歩
に
て
小
足
谷

劇
場
跡
地
へ
（
11
時
）
、
大
い
な
る

存
在
の
撮
影
収
録
開
始
、
昼
食
後
、

少
し
下
方
に
あ
る
同
地
区
の
接
待
館

跡
で
語
り
部
パ
ー
ト
の
撮
影
収
録
〜

下
山
し
て
山
根
公
園
で
解
散
（
15

時
）

【
参
加
者
】
阿
部
一
成
、
阿
部
龍
太
、

鳥
山
美
春
、
曽
我
部
英
司
事
務
局
長

　

過
日
収
録
し
た
標
記
の
ビ
デ
オ
。

観
賞
さ
れ
た
と
あ
る
方
よ
り
更
な
る

発
信
の
た
め
に
是
非
と
も
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成
す
べ
き
と
の

リ
ク
エ
ス
ト
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
を

務
め
る
篠
笛
奏
者
の
阿
部
一
成
さ
ん

ら
が
早
速
行
動
を
開
始
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
も
幸

い
に
解
け
た
こ
と
も
あ
り
、
標
高
約

１
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
中
に
か
つ

て
存
在
し
た
別
子
銅
山
の
旧
小
足
谷

集
落
の
遺
構
、
小
足
谷
劇
場
と
接
待

館
跡
地
で
先
ず
、
曽
我
部
事
務
局
長

が
担
当
す
る
「
大
い
な
る
存
在
と
語

り
部
」
の
撮
影
収
録
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
小
足
谷
に
は
、
明
治
か
ら
大

正
に
掛
け
て
、
山
の
全
権
を
握
っ
て

い
た
採
鉱
課
長
の
社
宅
を
始
め
、
接

待
館
、
80
戸
に
及
ぶ
社
員
の
社
宅
、

醸
造
場
、
百
貨
店
、
旅
館
、
料
理
店
、

円
通
寺
、
小
足
谷
小
学
校
（
明
治
19

年
創
立
）
、
土
木
課
、
小
足
谷
劇
場

（
収
容
能
力
３
千
人
）
、
住
友
病

院
等
重
要
建
物
が
建
ち
並
ん
で
い

て
、
か
つ
て
は
、
１
万
２
千
人
に

及
ぶ
人
々
が
こ
の
山
で
働
い
て
い

た
そ
う
で
す
。
が
現
在
は
当
時
の

集
落
も
森
に
埋
も
れ
、
今
回
訪
ね

た
赤
レ
ン
ガ
の
遺
構
群
が
当
時
の

繁
栄
を
物
語
る
の
み
で
す
。

　

山
中
の
緑
に
眠
る
赤
レ
ン
ガ
の

遺
構
群
は
、
ど
こ
か
神
秘
的
で
風

の
音
や
谷
の
せ
せ
ら
ぎ
、
鳥
の
声

な
ど
と
一
体
化
し
て
、
撮
影
収
録

の
背
景
に
は
事
務
局
長
の
役
所
に

似
合
う
特
有
な
空
気
感
が
満
ち
て

い
ま
し
た
。

　
記　
事
務
局
長　
曽
我
部
英
司

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

　
こ
の
創
作
神
話
の
舞
台
は
、
昨
年

か
ら
標
記
関
係
者
の
間
で
浮
上
し
、

５
月
５
日
の
14
時
に
先
ず
石
鎚
神
社

中
宮
成
就
社
に
奉
納
。
そ
の
後
、
時

期
を
見
て
一
般
の
皆
さ
ま
に
ご
鑑
賞

頂
く
舞
台
を
展
開
す
る
と
い
う
段
取

り
で
話
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
年
明
け
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
問
題
が
発
生
。
次
第
に

そ
の
影
響
は
深
ま
り
、
面
会
し
て
の

奉
納
ま
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
や
最
終
的

に
現
地
で
の
奉
納
も
不
可
能
と
判
断
。

中
止
か
延
期
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　
・
・
・
結
果
、
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
モ

ー
ト
ア
プ
リ
の
Z
o
o
m
で
リ
ハ
ー

サ
ル
を
重
ね
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

関
係
者
に
同
時
配
信
。

　
後
日
、
編
集
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
版
に
英
訳
も
付
け
て
先
ず
は
一
般

ヘ
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
無
病
息
災
、
世
界
平
和
を
祈

る
舞
台
は
、
予
定
通
り
の
日
時
に
予

期
も
し
て
い
な
か
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

と
い
う
か
た
ち
で
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

※
ど
う
ぞ
、
ご
覧
下
さ
い
！

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
ア
ド
レ
ス

https://youtu.be/hQLanqbq4eI

【
日
時
】
①
５
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
②
５
月
24
日
（
日
）

　
理
事
長
武
智
正
人
は
、
昨
今
の
国

内
外
に
拡
が
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
先
ず
通
常

総
会
を
書
面
決
議
開
催
と
し
て
去
る

５
月
18
日
に
任
期
満
了
に
よ
る
理
事
、

監
事
の
改
選
を
提
案
。
書
面
に
よ

り
役
員
全
員
の
重
任
が
可
決
さ
れ

た
。

　

次
い
で
、
理
事
兼
事
務
局
長
の

曽
我
部
英
司
が
各
理
事
に
理
事
長
、

副
理
事
長
の
互
選
提
案
書
を
発
し
、

次
の
と
お
り
書
面
及
び
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
同
意
の
意
志
を
得
た
の

で
、
本
法
人
定
款
第
11
条
、
第
24

条
、
第
25
条
、
第
26
条
に
基
づ
き

当
該
提
案
を
可
決
す
る
理
事
会
の

決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
。

①１
、
通
常
総
会
の
決
議
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
項
の
内
容

【
承
認
事
項
】
令
和
１
年
度
事
業

報
告
の
承
認
に
つ
い
て

【
承
認
事
項
】
令
和
１
年
度
決
算

の
承
認
に
つ
い
て

【
承
認
事
項
】
令
和
２
年
度
事
業

計
画
（
案
） 

の
承
認
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】
理
事
12
名
の
選
任

に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】
監
事
１
名
の
選
任

に
つ
い
て

２
、
決
議
事
項
を
提
案
し
た
理
事

の
氏
名

理
事
長　
武
智
正
人

※

創
作
神
話
昔
話
「
明
け
る
。」

〜 

日
と
月
の
も
の
が
た
り 

〜

オ
ン
ラ
イ
ン
収
録
＆
発
信

※

通
常
総
会
＆
②
理
事
長
の
互
選

会
を
書
面
決
議
に
て
開
催

※

創
作
神
話
昔
話
「
明
け
る
。」

〜 

日
と
月
の
物
語 

〜

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
収
録
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【
日　
時
】
５
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
14
時
〜
14
時
45
分

【
場　
所
】
阿
部
一
成
篠
笛
ス
タ
ジ

オ
／
新
居
浜
市
、
久
寿
奏
恵
バ
レ
エ

ス
タ
ジ
オ
／
松
山
市
、
石
鎚
神
社
本

社
／
西
条
市

【
出 

演
】
阿
部
一
成
／
篠
笛
、
能

管
、
太
鼓
演
奏
、
久
寿
奏
恵
／
バ
レ

エ
、
曽
我
部
英
司
／
語
り
、
祝
詞

【
制
作
ス
タ
ッ
フ
】
阿
部
一
成
／
脚

本
・
構
成
・
音
楽
、
阿
部
龍
太
・ 

／
原
案
、
小
関
由
香
／
ヘ
ア
メ
イ
ク
、

久
寿
奏
恵
／
振
付
、
竹
中
加
代
美
／

制
作
・
美
粧
、
塚
本
洋
子
／
香
り
、

鳥
山
美
春
／
演
出
・
衣
装
、
林
宏
／

藍
染
め
、
星
加
治
美
／
面
制
作
、
岩

本
昌
美
・
久
寿
浩
子
／
舞
台
補
助

【
協　
力
】
石
鎚
神
社

　
　
　
N
P
O
法
人
石
鎚
森
の
学
校

３
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
が
で
き

る
正
会
員
の
総
数
74
名

　
各
提
案
に
書
面
を
以
て
賛
意
を
表

し
た
正
会
員
の
総
数
56
名

４
、
選
任
さ
れ
た
理
事
、
監
事
の
氏

名
　

理
事
／
武
智
正
人
、
西
海
賢
二
、

伊
藤
和
豊
、
加
藤
法
泰
、
黒
田
仁
朗
、

河
野
強
、
曽
我
部
英
司
、
鶴
見
武
道
、

松
井
宏
光
、
藤
田
晴
彦
、
山
田
麻
以
、

智
内
威
雄

　
監
事
／
小
林
亜
紀
代

　
以
上
、
来
る
５
月
31
日
任
期
満
了

し
理
事
、
監
事
と
も
に
全
役
員
の
重

任
を
可
決
。
任
期
は
、
来
る
６
月
１

日
よ
り
２
年
間
、
全
員
の
就
任
受
諾

書
を
受
理
。

②１
、
決
議
事
項
を
提
案
し
た
理
事
の

氏
名

　
理
事
・
事
務
局
長　
曽
我
部
英
司

２
、
理
事
長
選
定
の
件

　
な
お
、
被
選
定
者
は
来
る
６
月
１

日
付
を
も
っ
て
そ
の
就
任
を
承
諾
し

た
。

　
理
事
長　
武　
智　
正　
人

３
、
副
理
事
長
選
定
の
件

　
な
お
、
被
選
定
者
は
来
る
６
月
１

日
付
を
も
っ
て
そ
の
就
任
を
承
諾
し

た
。

　
副
理
事
長　
西　
海　
賢　
二

【
日　
時
】
５
月
29
日 
（
金
）

　
　
　
９
時
30
分
〜
15
時

【
場　
所
】
旧
別
子
集
落
小
足
谷
地

区
／
新
居
浜
市

【
行　
程
】
山
根
公
園
駐
車
場
集
合

（
９
時
30
分
）
〜
小
足
谷
集
落
へ
向

か
う
駐
車
場
／
海
抜
800
メ
ー
ト
ル 

（
10
時
30
分
）
〜
徒
歩
に
て
小
足
谷

劇
場
跡
地
へ
（
11
時
）
、
大
い
な
る

存
在
の
撮
影
収
録
開
始
、
昼
食
後
、

少
し
下
方
に
あ
る
同
地
区
の
接
待
館

跡
で
語
り
部
パ
ー
ト
の
撮
影
収
録
〜

下
山
し
て
山
根
公
園
で
解
散
（
15

時
）

【
参
加
者
】
阿
部
一
成
、
阿
部
龍
太
、

鳥
山
美
春
、
曽
我
部
英
司
事
務
局
長

　

過
日
収
録
し
た
標
記
の
ビ
デ
オ
。

観
賞
さ
れ
た
と
あ
る
方
よ
り
更
な
る

発
信
の
た
め
に
是
非
と
も
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成
す
べ
き
と
の

リ
ク
エ
ス
ト
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
を

務
め
る
篠
笛
奏
者
の
阿
部
一
成
さ
ん

ら
が
早
速
行
動
を
開
始
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
も
幸

い
に
解
け
た
こ
と
も
あ
り
、
標
高
約

１
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
中
に
か
つ

て
存
在
し
た
別
子
銅
山
の
旧
小
足
谷

集
落
の
遺
構
、
小
足
谷
劇
場
と
接
待

館
跡
地
で
先
ず
、
曽
我
部
事
務
局
長

が
担
当
す
る
「
大
い
な
る
存
在
と
語

り
部
」
の
撮
影
収
録
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
小
足
谷
に
は
、
明
治
か
ら
大

正
に
掛
け
て
、
山
の
全
権
を
握
っ
て

い
た
採
鉱
課
長
の
社
宅
を
始
め
、
接

待
館
、
80
戸
に
及
ぶ
社
員
の
社
宅
、

醸
造
場
、
百
貨
店
、
旅
館
、
料
理
店
、

円
通
寺
、
小
足
谷
小
学
校
（
明
治
19

年
創
立
）
、
土
木
課
、
小
足
谷
劇
場

（
収
容
能
力
３
千
人
）
、
住
友
病

院
等
重
要
建
物
が
建
ち
並
ん
で
い

て
、
か
つ
て
は
、
１
万
２
千
人
に

及
ぶ
人
々
が
こ
の
山
で
働
い
て
い

た
そ
う
で
す
。
が
現
在
は
当
時
の

集
落
も
森
に
埋
も
れ
、
今
回
訪
ね

た
赤
レ
ン
ガ
の
遺
構
群
が
当
時
の

繁
栄
を
物
語
る
の
み
で
す
。

　

山
中
の
緑
に
眠
る
赤
レ
ン
ガ
の

遺
構
群
は
、
ど
こ
か
神
秘
的
で
風

の
音
や
谷
の
せ
せ
ら
ぎ
、
鳥
の
声

な
ど
と
一
体
化
し
て
、
撮
影
収
録

の
背
景
に
は
事
務
局
長
の
役
所
に

似
合
う
特
有
な
空
気
感
が
満
ち
て

い
ま
し
た
。

　
記　
事
務
局
長　
曽
我
部
英
司

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

　
こ
の
創
作
神
話
の
舞
台
は
、
昨
年

か
ら
標
記
関
係
者
の
間
で
浮
上
し
、

５
月
５
日
の
14
時
に
先
ず
石
鎚
神
社

中
宮
成
就
社
に
奉
納
。
そ
の
後
、
時

期
を
見
て
一
般
の
皆
さ
ま
に
ご
鑑
賞

頂
く
舞
台
を
展
開
す
る
と
い
う
段
取

り
で
話
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
年
明
け
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
問
題
が
発
生
。
次
第
に

そ
の
影
響
は
深
ま
り
、
面
会
し
て
の

奉
納
ま
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
や
最
終
的

に
現
地
で
の
奉
納
も
不
可
能
と
判
断
。

中
止
か
延
期
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

　
・
・
・
結
果
、
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
モ

ー
ト
ア
プ
リ
の
Z
o
o
m
で
リ
ハ
ー

サ
ル
を
重
ね
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

関
係
者
に
同
時
配
信
。

　
後
日
、
編
集
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
版
に
英
訳
も
付
け
て
先
ず
は
一
般

ヘ
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
無
病
息
災
、
世
界
平
和
を
祈

る
舞
台
は
、
予
定
通
り
の
日
時
に
予

期
も
し
て
い
な
か
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

と
い
う
か
た
ち
で
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

※
ど
う
ぞ
、
ご
覧
下
さ
い
！

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
ア
ド
レ
ス

https://youtu.be/hQLanqbq4eI

【
日
時
】
①
５
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
②
５
月
24
日
（
日
）

　
理
事
長
武
智
正
人
は
、
昨
今
の
国

内
外
に
拡
が
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
先
ず
通
常

総
会
を
書
面
決
議
開
催
と
し
て
去
る

５
月
18
日
に
任
期
満
了
に
よ
る
理
事
、

監
事
の
改
選
を
提
案
。
書
面
に
よ

り
役
員
全
員
の
重
任
が
可
決
さ
れ

た
。

　

次
い
で
、
理
事
兼
事
務
局
長
の

曽
我
部
英
司
が
各
理
事
に
理
事
長
、

副
理
事
長
の
互
選
提
案
書
を
発
し
、

次
の
と
お
り
書
面
及
び
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
同
意
の
意
志
を
得
た
の

で
、
本
法
人
定
款
第
11
条
、
第
24

条
、
第
25
条
、
第
26
条
に
基
づ
き

当
該
提
案
を
可
決
す
る
理
事
会
の

決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

た
。

①１
、
通
常
総
会
の
決
議
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
項
の
内
容

【
承
認
事
項
】
令
和
１
年
度
事
業

報
告
の
承
認
に
つ
い
て

【
承
認
事
項
】
令
和
１
年
度
決
算

の
承
認
に
つ
い
て

【
承
認
事
項
】
令
和
２
年
度
事
業

計
画
（
案
） 

の
承
認
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】
理
事
12
名
の
選
任

に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】
監
事
１
名
の
選
任

に
つ
い
て

２
、
決
議
事
項
を
提
案
し
た
理
事

の
氏
名

理
事
長　
武
智
正
人

※

創
作
神
話
昔
話
「
明
け
る
。」

〜 

日
と
月
の
も
の
が
た
り 

〜

オ
ン
ラ
イ
ン
収
録
＆
発
信

※

通
常
総
会
＆
②
理
事
長
の
互
選

会
を
書
面
決
議
に
て
開
催

※

創
作
神
話
昔
話
「
明
け
る
。」

〜 

日
と
月
の
物
語 

〜

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
収
録
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報

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

（
発
行
所
）
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

【
連
絡
先
】
電
話
（
〇
八
九
七
）

　

五
五
｜
四
〇
四
四　

本　

社

　

五
五
｜
七
二
四
二　

F
A
X　

　

五
五
｜
四
一
六
八　

会　

館

　

五
五
｜
七
二
八
一　

F
A
X　

　

五
九
｜
〇
一
〇
六　

成　

就

　

五
九
｜
〇
四
〇
八　

F
A
X　

　

五
三
｜
〇
〇
〇
八　

土
小
屋

【
振
替
】〇
一
六
八
〇
｜
〇
｜
一
八
三
六
〇

【
発
行
代
表
者
】
武　

智　

正　

人

【
編　

集
】　　

  

曽
我
部　

英　

司

【
印
刷
所
】
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

【
購
読
料
】
送
料
共　

年
五
〇
〇
円

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

石鎚神社 検索⬅で

皆
様
の
ご
奉
賛
を
戴
き
、頂
上
社
の
ご

復
興
よ
り
、
十
六
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

皆
さ
ま
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
に
、頂
上
社
を

始
め
、
迂
回
路
等
に
、
維
持
管
理
工
事

の
必
要
性
が
現
れ
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
ど
う
か
お
見
守
り
く
だ
さ
い

ま
す
様
、
ご
理
解
ご
協
力
を
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

・
頂
上
社
ご
復
興
奉
賛
会
は
名
称
を

﹇
頂
上
社
護
持
奉
賛
会
﹈と
改
め
、維
持

管
理
を
目
的
と
し
奉
賛
活
動
を
継
承

し
て
参
り
ま
す
。

・
金
十
万
円
以
上
の
ご
奉
賛
の
方
の

ご
芳
名
は
、年
毎
に
本
社
境
内
に
て
芳

名
石
に
刻
名
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

    

宮
司
管
長
、拝
。

お
問
い
合
わ
せ
・
郵
便
受
付

　

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

　

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　

石
鎚
神
社　

担
当
、岩
本

　

℡
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

口
座　

伊
予
銀
行　

小
松
支
店

　
　
　

普
通
預
金　

一
三
九
九
三
九
三

　
　
　

宗
教
法
人
石
鎚
神
社　

　
　
　
　
　
　

    

宮
司　

武
智
正
人

頂
上
社  

護
持
奉
賛
会
の
お
願
い

頂
上
社  

護
持
奉
賛
会
の
お
願
い


